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4はLR, 5はLが用いられる。

• 第 6 類（第69図 6~32) 無文のものである。なお， ここには上記の土器群に胎土の面で近似す

るものの一部を示しておいた。

第II群土器

第 1類（第73~76図，第97図1) 撚糸文系土器群を一括する。

第 1種（第73図1• 3) 口縁部文様帯，頸部文様帯，胴部文様帯から成るもので，撚糸文系土

器群第I様式である。 1• 3は口唇部内外端にRLが横位に施文され， 1の頸部はRLの条が横走

する様に， 3の頸部はRLが縦位に施文される。井草I式に比定される。

第2種（第73図2• 4~7 • 9~13) 口縁部文様帯と胴部文様帯から成るもので， 口縁部文様

帯は口唇上面及び外端に施文されるものを一括する。第II様式である。口唇部は丸くめくれるもの

(4),肥厚するもの（5), 角頭状を呈するものに分かれ，口縁は外反するもの（7 • 9 • 12)と

外折するもの(lo• 13) とが存在する。 4~7 • 9はY型でR,11はJY型で口縁部がRL,胴部

がL,12 • 13はJ型で12はLR,13はRLが施文される。いずれも 口唇直下は無文となり， 5 • 13 

には口縁を外折する際に付けられたと思われる爪の幣形痕が残る。井草II式に比定される。

第 3種（第73図8 • 14~24 • 47) 第2種同様口縁部文様帯と胴部文様帯から成るもので，口縁

部の施文が口唇の外端に限られるものである。口唇部形態は第2種とほぼ同形態を示すが，第73図

4の類はない。 14• 21は第2種に近いが，16• 20 • 24 • 47は口縁部文様帯が形骸化している。 8.

17~19はY型でR,14はJY型で口縁部がRL,胴部がR,15 • 16 • 20~24はJ型でRLが施され

る。第II様式と第m様式の中間的様相を示すもので，井草II式から夏島式にかけての過渡期的な土
器である。

第4種（第73図25• 26) 頸部文様帯と胴部文様帯から成るものである。 25は丸味を帯ぴて若千

肥厚する口縁部が外反し， 口唇下に単節RLを縦位に施文し，頸部文様帯を形成する。 26は角頭状

の口縁部を外反させ，折り曲げる部分に太目の原体RLの側面圧痕を施す。 25• 26ともJ型であり

RLが施文される。第3種と同様な段階に位置付けられよう。

第5種（第73図27~46• 48~74,第74図1~46) 胴部文様帯から成るもので，第m様式である。
ロ縁部の形態は，肥厚せず角頭状を呈する口縁部が外折するもの，丸頭状を呈するもの，肥厚して

丸頭状を呈するもの，口唇の内側が肥厚するもの， 口唇の外側が肥厚する もの とに大別できる。ロ

縁部を外折するものは，外折部分に胴部施文原体を一度押捺して，それから回転する手法がみられ

る (27~31• 36)。これはY型が殆どであり， 口唇直下は若干の無文帯が形成される。また，同様

の口縁部でも，外折部に凹帯を設け，口唇直下から施文するものも存在する (32~35)。32はJ型

で，他はY型である。 38~44は角頭状を呈し， Y型でRが施文される。 48~61は口唇部が概ね丸頭

状を呈し， 49が無節Rを施文する他，全てY型でRが施文される。 45• 46 • 62~74は口唇部が肥厚

して丸頭状を呈するもので， 45• 46 • 74がY型で， 45• 46がR,74がLである。 62~73はJ型で全

てRLである。第74図2 • 34 • 35は口唇の内側に肥厚する もので， 2はY型L,34 • 35はJ型RL

である。 7 • 10 • 11は口唇の外側に肥厚するもので，7はJ型LR, 10•11 は Y型で R である。他

は概ね丸頭状を呈するもので， 1 • 3~6 • 13はJ型RL, 8はY型L, 9 ·12•14~29 • 31 • 32 
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第75図 グリッド出土土器⑲ II群

はY型R,30はJ型無節Rである。 33• 36~40 • 43 • 46はJ型LR,41 • 42 • 44 • 45はJ型RLで

ある。概ね夏島式に比定される。

第6種（第74図47~70) 第5種とは厳密に区分できないが，原体が太くなったり，施文の間隔

が広くなる傾向にあるものである。口縁部は外側に肥厚して丸味を帯びるものが大部分であり，丸

頭状のものも存在する。口唇の肥厚部下を若千くぼませるものが多い。 47• 55~58はJ型で粗いR

Lが施文される。 49• 52 • 53はY型で太目のR,他は原体は太めではないが，条間がやや開く Rが

施文されている。稲荷台式の古い段階に位置付けられよう。

第7種（第75図1~10) 絡条体条痕が施文されるものを一括する。口唇部形態は角頭状のもの，

丸頭状のものに分けられ，大きく肥厚するものはない。 2 • 3 • 9の様にかな り乱雑に施文される

ものと，他の様に整然と施文されるものがある。 5の様に口唇部外端を面取りしたり， 8 • 9の様

に外傾させたり， 1の様に口唇内側を肥厚させたりするものも存在する。

- 95 -



13 

贈孟且
21 

叫
み．
＂

｀
代
外
<
i

衣
ふ
ャ
が
怜

'
必
ず
．砂

ら

？

,

'
ぷ
・
や
:
)

-
い
}~

r

『
`
｀
↑
勺

・・ヘ4

”
.
 

9
9
'

`
~ 

2
 

刈
ーー
4
"
ー

0

o

m

m

j
6

J
凶
日
屈
'

2

3

S

c

尋

疇

曇

r-

，
 

ー．

8

ー

5

囚

□□
因
1
ー

内

□N
1

ー

1

d
日
外磨

菱

i

属

恐

。

・

|
 

苫

24

/

6

`

 

ー

7

,

灯
ー
4

凶
日
日
日
m

g

「

位
1

8

・

l
．い
t

、

4

心
．
．
 

争
鬱
睾
巡
，
森
｀

叶
以
．
3

[

口
り
，

a

15

円
日

り
23

凹

□
兄

忍

一、1

量
亀
皇
~
広
g
扇

i
 

哀
．

詈

＞

｀

臀

危

サ

ん

、

い

打
ハ

叶

互
27

且
2

囚

□日
日
日
日
叶、
8

4

2

2

羹

｀

冑

謡

苓

｝

ー'g
疇

EO‘

ど応

ゾ
ぶ
凶

・

2
 

し

•tg
f

6

7
 

，

ー

ー

h

H日
付

畠

沼̀
 
..
 

r
5
．ヽ
・

諏§り
25 

第76図 グリッド出土土器(16) II群

第 8種（第75図11~25) 角頭状を呈する口唇下に 1条の沈線を巡らせるものである。沈線は浅

く細く施文されるもの(15• 19 • 22 • 25) と太く深く施文されるものとがある。胎土は他の種に比

して緻密さに欠け，白色粒子が目立つ。

第9種（第75図26~44) 無文土器を一括する。胎土は第3種～ 7種に類似する。口唇部は大き

＜肥厚するものはなく，概ね丸頭状を呈する。 26には口縁部賂形時に付けられた爪形が残っている。

第10種（第97図1) 撚糸文と沈線文が複合するものである。個体数は 1個体分であるが，推定

復元の可能なものである。口唇部が若千肥厚して外傾し，口縁部が緩く内傾して，最大径を肩部に

持つ。以下，緩く尖底に移行する器形を呈し，推定口径18.5cm, 器高28cmを測る。口唇直下に 1条

と肩部に 3条の沈線が巡り， 口縁部文様帯が区画される。文様帯内は右傾，左傾する集合沈線が鋸

歯状に組み合わされている。胴部は撚糸Lがランダムに格子目状に施文される。胎土は第9種に類

似し，白色不透明粒子を多く含む。本種が第11群中に含まれるか否かは資料不足のため判断がつか

ないが，器形・胎土の類似等から，便宣上第11群土器の最終末の段階に分類しておきたい。

第 2類（第76図1~30) 押型文系土器群を一括する。

第 1種 (1~12) 山形押型文土器である。 1~6は横位施文であり ，7 ~12は縦位施文である。

山形文が間隔を空けて施文されるもの (1~3 • 11)と密接施文されるもの (4~10• 12 • 13)と

が存在する。いずれも粘土に砂粒，雲母片岩を含み， 6 • 7には白色不透明粒子が含まれる。

第2種（14~23) 格子目押型文土器である。 14~16は口縁部で，同一個体である。口唇部は角
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頭状を呈し，口唇上への施文はない。器面全面への施文と思われ，原体から 3個体分が観察される。

第3種（25~30) 楕円押型文土器である。第 1, 2種より器壁が厚<, 8 ~9 nun前後を測る。

25は口縁部であるが， 口唇上に施文はない。胎土・原体等から 3個体分が観察される。

第3類（第77図，第78図1~5 • 7 • 8 • 12 • 13) 貝殻沈線文系土器群のうち，三戸式～田戸

下層式を一括する。

第 1種（第77図1~18, 第78図12• 13) 半載竹管状工具の外側を使用する凹線が施文されるも

のであり，凹線が太いものと細いものとが存在する。 1~ 6は太い凹線のもので，短い凹線を連結
させて器面を巡らせる。胎土は砂粒を多く含み，器表面に砂粒が浮き出ているのが特徴的である。

7 ~11は細い凹線のものであり，施文手法・胎土等，太凹線のものと変りはない。これ等は所謂伏

見式とされるものである。 13~17は伏見式とされるものと若千タイプを異にするが，胎土・器面調

盤等は類似する。 14~18は同一個体であり，表面は凹線とも器面調整ともとれる雑な施文がされ

る。裏面は丁寧な研磨が施される。 17の口唇部には刻みは施されない。 12• 13は底部である。

第2種（第77図19~22) 細沈線で文様が描出されるものである。 19は口縁部破片で，横位の細

沈線帯と格子目文帯とが認められる。恐らく重層的な施文と思われる。沈線は浅く細いものであり，

稲荷原型三戸式土器とされるものとは若干異なる。 20は雑な斜格子目文が描出されるもので， 21• 

22は幾何学的なモチーフがみられる。いずれも丁寧に研磨された器面に，浅い細沈線で描出するも

のである。

第 3穂（第77図23~29) 口縁部破片で，横位沈線のみ施文されるものを一括す る。 口唇部形態

は若千内削状のもの (23• 25),丸頭状のもの (26• 29),角頭状のもの (24• 27 • 28)が存在す

る。沈線は細いもののみで全て一本書きである。 23~25は平行線の間隔をやや狭くとり， 26• 27は

広くとっている。 28• 29は短い沈線が間隔を狭めて雑に施文されている。いずれも口唇上への刻み

は施されない。

第4種（第77図30~35) 口縁部破片で， 口唇直下に縦位の沈線を配するものを一括する。口唇

形態には若千内削状のもの（31• 33), 丸頭状のもの (30• 32), 角頭のもの (34• 35)が存在す

る。口唇上への刻みは認められない。 30• 32 • 33 • 35は， 口唇直下に縦の沈線がほぼ等間隔に垂下

される。 31• 34は斜位の沈線が施される。 33• 35は太目の沈線が使用される。

第 5種（第77図36~50) 胴部破片を一括する。 36~46は水平の細沈線のみ施文されるものであ

り，沈線間隔の差はあるが，器面調賂・沈線の使い方・胎土等，第3種と同じである。 47は太沈線

と細沈線が併用される。 48は鋸歯状か，半載竹管状工具内側による平行線が施文される。 49• 50は

水平方向と斜位方向の沈線が組み合わされている。

第6種（第78図1~5) 沈線文と貝殻腹縁文が併用されるものである。胎土・器面調整・沈線

の施文手法等，第5種と同様であり，貝殻腹縁文施文により区別される。 1• 2は平行沈線間に貝

殻腹縁文が横位に施文されるもので， 1は太沈線と細沈線， 2は細沈線が使用される。 3~5は細

沈線で区画された内部に貝殻腹縁文を充填するものである。

第7種（第78図7 • 8) 太沈線で文様が描出されるものである。 7 • 8は同一個体であり，太

沈線で粗く縦分割し，横位の短沈線を充填する。器面は丁寧に研磨され，彫り取る様に沈線が施文
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される。

第 4類（第78図9 • 10 • 14, 第97図2 • 5) 田戸上層式段階の土器群を一括する。

第 1種（第78図9, 第97図5) 胎土に繊維を含まないものである。第78図9は太平行沈線間に

刺突列が巡るものである。刺突は植物質の茎状のエ具が使用され，刺突の形状は「D」字状を呈す

る。第97図5は4単位の波状口縁で，推定口径約23cmを測る。口唇は若千肥厚した角頭状を呈し，

刻みが施される。口唇下に 3条の太沈線が巡り，波頂部下から 2本の太短沈線が垂下して器面を縦

分割する。区画内は水平，斜位の平行太沈線を組み合わせて三角形状の区画を構成する。三角形状

に区画された内部は，横位の刺突列が何列かにわたって充填されている。胎土は砂粒・小礫を多く

含む。

第 2種（第78図10，第97図2) 胎土に若千の繊維を含むものを一括する。第78図10は波状を呈

する口縁部が外彎して開く。口唇部は先細りの丸頭状を呈し，刻みは施されない。波状に沿ってロ

唇直下に浅い細沈線が巡り，文様は深く切り込む様な平行沈線で描出される。平行沈線間及び区画

に沿って刺突列が 1条配され，刺突の形態は三角形状を呈する。胎土は砂粒・小礫を多く含み，な

かでも縁泥片岩の混入は著しい。繊維は傲量ではあるが含まれ，器表面に浮き出ている。第97図2

は推定復元図であり，推定口径は約29cmを側る。胴上半部で緩く扶れ，以下張りながら尖底へ移行

する器形を呈する。口縁は直線的に開き， 4単位の波状縁を呈するものと思われる。口唇部は若千

肥厚して外削状を呈し，上面に長方形の刺突列を配する。波状に沿って口唇直下に 1条の沈線が巡

り，以下胴部は 2本対の平行沈線で水平に分割される。また，平行沈線に沿って長方形の剌突列が

1条づつ配される。使用される沈線は角頭状工具による角張ったもので，刺突列も同一工具によ

り，短沈線状に押引いて施文される。器表面は浅く条痕が施文され，裏面は磨かれている。胎土は

緻密であり砂粒が目立つ。極く微輩ではあるが，繊維を含む。
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第5類（第78図6 • 11,第79図1) 子母口式段階の土器群を一括する。有文土器は 3点出土し

た。第78図6と第79図1は口縁部に貝殻腹縁文が斜位に施されるものである。口唇部は外削状を呈

し，貝殻腹縁による刻みが浅く施される。器表面には条痕が浅く施され，裏面には擦痕が観察され

る。 胎土は砂粒・小礫が多目に含まれ， 白色不透明粒子が目立つ。繊維が若千含まれる。

第78図11は， 2段の刺突列が口縁部に巡るものである。 口唇部は角頭状を呈し，刻みは施 されな

い。刺突は植物質の茎状工具によるものと思われ，部分的に形状がそのま ま残さ れる。 器面は表裂

とも擦痕状の整形が施される。 胎土は緻密であるが， 白色不透明粒子が多く含まれ，繊維は極＜傲

量含まれる。

第6類（第79図2• 3) 野島式を本類とした。 2• 3の2点出土した。細隆起線のみで文様が

描出 されるもので， 間隔の開いた平行細隆起線と， それに直交する形で垂下する細隆起線によって

モチーフが構成される。表裏面とも細かな条痕が施され繊維を若千含む。

第7類（第79図4~ 8) 鵜ガ島台式を一括する。 4 • 5は沈線により斜格子目文を描出するも

ので，沈線の交点に円形竹管文の刺突が施される。 6は細隆起線に より区画が施されるもので， 円

形の刺突が施される。 7 • 8は沈線で区画した内部に刺突列を充填するもので，沈線と刺突は同一

工具で行なわれる。条痕は 4 • 5 • 7で顕著であり ，6 • 8は表裏面とも擦痕状の調整が施され

る。繊維はいずれも含まれ， 7 • 8には多目に含まれる。

第 8類（第79図9• 10) 茅山上層式段階の土器群である。 9 • 10は雑に施文された太沈線に沿

って，刺突が施されるものである。刺突は半裁竹管状工具によるもので，部分的にその形状が残さ

れる。胎土は繊維を多量に含み，小礫が目立つ。

第9類（第79図11~15• 17~21) 早期末葉～前期初頭の土器群を一括する。 20は内彎気味に開

く口縁部に，刻みの施される隆帯が 1本巡る。口唇部は角頭状を呈し，浅い刻みが施される。表裏

面とも条痕は施されず，繊維を小量含む。

15 • 17~19は口縁部に鋸歯状文，波状文が描出されるもので， 15は表裏面に条痕が施文される。

15 • 19は半戟竹管に より文様が描出 されるものであり， 17は角張る太沈線， 18は細沈線の一本書き

である。 15は繊維を多目に含み，他は小量含む。

11~14は同一個体であり，波状縁を呈する。角頭状を呈する口縁が若干内傾し， 口唇上に貝殻背

圧痕が施される。波頂部から半載竹管状工具による集合沈線が垂下し，文様帯が分割され， 口縁部

は縄文RLが施 される。繊維を多目に含む。裏面に条痕は施されない。

21は底隆帯で口縁部文様帯が区画され，隆帯上，文様帯内及び先細りする 口唇部に撚糸Rが施文

される。条痕は施文されず，繊維を少量含む。

第10類（第79図16，第81図1~13) 絡条体圧痕文の施文される土器群を一括する。 1は先細り

して開く 口縁部に，斜位の絡条体圧痕文が組み合わされる。原体は 0段の縄を絡めたものである。

条痕は施されず，繊維が少量含まれる。第5類に含まれる可能性が高い。 2~4は同一個体である。

先細りする口唇部に絡条体圧痕文が押圧され，小波状口縁を呈する。絡条体圧痕文は口縁部から斜

位，横位，斜位と重層的に施文され，水平に文様帯を分割する部分では 3段に施文されている。原

体は 1段の縄Rを絡めたものである。表裏面とも条痕が施される。胎土は小礫を多く含み，繊維を
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6は異斜方向に組み合わされている。 7は波状縁を呈し，

裏面の上部にも絡条体圧痕文が施 される。 8は口縁部であり， 斜位の絡条体圧痕文が施される。

，
 

~13は斜位，横位の組み合わせであり，いずれも条痕が顕著に施される。繊維は11~13で多量に含

まれる。第97図16は，波状縁頂部から隆帯が垂下するもので，

文が施される。

口唇， ロ縁部， 隆帯上に絡条体圧痕

第11類（第79図22~30,第80図1~18) 文様の描出されない粗製士器を一括する。 22• 25 • 26 

は表裏面に条痕が施され， 口唇部に刻みは施されない。 23• 24は擦痕状の器面調整がなされ， 口唇

上に刻みが存在する。 27は折り返り状口縁部に刺突が施される。 28• 29は口唇上に貝殻背圧痕文が

押捺される。いずれも繊維を多く含み，第9類の粗製土器と思われる。第80図1~7は表裏に条痕

の施される胴部破片である。

8~12は縄文が施文されるもので，胎土，器面調整から，第9類と思われる。縄文は全て単節R

Lであり， 9 • 12は斜位施文， 2 • 10 • 11 • 14は横位施文される。
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13~15は貝殻背圧痕文の施される土器で，繊維を多めに含む。胎土・器面調整等から第9類に含

まれるものと思われる。

16~18は底部で， 16は鈍角な， 17,18は先端部が突出する尖底を呈す。 17• 18は第8類の底部と

思われ，その形状は東海系統のものと類似する。

第1lI群土器

II1群土器は黒浜式と諸磯 a • b式が主体である。その分布域は調査区全域にわたり，両者の集中

区はほぼ合致する。粗分布を示すのは旧谷部にあたる地区で，これに面する斜面で特に集中する形

となっている。羽状縄文系と竹管文系の密集度の多寡は微妙な差がある。すなわち，前者はグリッ

ド12~15列に大きな集中が見られるのに対し，後者では4~9列と20~23列にこれが集中する。ま

た後者の場合，多分に漏れず，住居跡・土壊上に大きな集中があり，その他4~9列は遺構内外の

別なく分布が集中している。

第 1類（第84~86図） 羽状縄文系の土器を一括した。出土の主体は，図示したものも含め全て

関山IIから黒浜期の所産である。他に梯子状の沈線文様を擁する関山 I式土器も出土したが，小片

のため図化していない。図示したものは，関山II式と黒浜式が混合しているわけだが，埼玉県西部

では，大宮台地以東とは異なり，関山期に開花した縄文横帯区画意識が長く残るため，両者の識別

に支障を来たすことが多い。これは特に環状末端部（ループ）を残さぬ全面縄文の破片に現われる

ところである。そのため，時期別の意識的な分離を避け，一括して扱った。

第84図1~23は口縁部文様帯を有する破片である。文様帯内に地文を残すものは 1のみで，一方

を重複させる有管内痕多裁竹管平行沈線や，集合角状突起の採用は関山II式の特徴である。これに

対し， 2以下は時期降るもので， 9のような強い屈曲部を有する大波状口縁土器を特徴とする。し

かし， 2は無文地に乱雑な沈線列を施文するものであり，東関東地方系の施文法といえる。

3以下の在西部関東・中部系施文の中で，平行沈線のみで全体が構成される類は出土しておら

ず， 口縁直下に横位爪形文を配した 3• 4の同一個体片がこれに最も近い。一方， 5 ~23は列点系

の施文法を特徴とするタイプで，使用工具によってさらに爪形文 (5~13)と列点状刺突文(14~

23)とに分けられる。両者は区画線内に菱形の構図を挿入する点で類似するが，口縁直下の構成

は，系譜の差を示唆するような違いが現れている。すなわち，前者は口縁線に並走する複数の爪形

刻を配し，後者は大形爪形文を祖源とする縦位列点文が同所を飾る。

基本的には補助的に割振りした平行沈線相互の間に列点・爪形を充填しており，共通している

が， 8のみは平行沈線内にこれを施しており，本遺跡の様相内では異質の手法といえる。一方，補

助線としての平行沈線を用いない例は列点状刺突文を用いる17• 18にしか見られず，両手法の内包

する施文変化限界の差を感じさせる。

胎土内には，文様系統の差に関わらず，繊維が混和されている。しかし， 17~20の含有量は僅少

で，注意を要するだろう。なお， 13• 22 • 23は列点系の施文法を用いながらも前述の諸例と構図を

異にしている。詳しい構成は不明。

第84図24以降は縄文のみを施した破片である。大方が黒浜期の所産となろうが，関山期のそれと

判別できないものも数点ある。 24~29は無節斜縄文を残すもので，条線は一様に細く，単節と見紛
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う程の荒い繊維痕を残すものは出士していない。 27~29は単方向施文の単節斜縄文と併用されるも

ので，施文変換点は追加成形の接合部にあたっており，粘土層が下位の縄文を覆ってしまっている。

一方， 30~34は原体環状末端痕（Jレープ）を残すものであり，全て 2段縄製作時に趣向を凝らし

た原体を使用している。このうち， 31は多段のJレープ帯を配するもので，本遺跡の地理的位置を考

え合わせれば，確実に関山期に遡り得る。他の単段Jレープに関しては，黒浜期にも残存することが

明らかとなっており，帰属の断を下せない。現存部内で羽状を構成するのは31と32で，横帯間羽状

と同一横帯内羽状の二種がある。原体の段条数は全て多条。

第85図1～第86図20は末端変化のない単節斜縄文を施すものである。うち，第85図1~16は羽状

構成を採用している。構成基準に明らかな根拠は見出せず，横帯間羽状と横帯内羽状が混在してい

る。両者を併用するものは，施文限界を統一することによって菱形状の条線帯を作出している。こ

のうち， 14は原体末端の半折部痕が残るが，環状処理を経た可能性もある。また，横帯が一際幅広

の3と5は同一個体である。両者に象徴されるように，各施文幅（横帯幅）は一様に広く，横位施

文を基本とするものの， 8 • 12 • 13のように斜位施文の痕跡を残す破片も少なくない。原体の段条

数は多条が基本となっており， 16のみが 2条を確認できた。

単方向施文は17以下に示した。こちらは羽状構成の一群より 0段2条原体を使用するものが多

く，半数近くがあたる。しかし，粗大な節を有する類は少なく，比較的軟質径細の繊維束を使用し

たことが推せられる。

第86図21~32は附加条原体の痕跡を残すものである。原体は全て逆方向附加条法を用いている

が，附加縄が 1本のもの (31• 32)と2本のもの (21~30)がある。後者は，一見して撚戻し法を

用いた正反の合原体痕と解せられる破片もあるが，仮の正縄部に現れる節数が多く，撚戻し法によ

る原体製作法では説明がつかない。もちろん，附加条（視覚的には反縄）痕が深く印されているこ

とは言うまでもない。

第 2類（第87~91図） 竹管文系士器を一括した。諸磯a• b式が主体で，特に前者が多く，縄

文単文の破片（第90• 91図）は殆どがこちらに属すであろう。一方，後者は浮線文系土器を主とし

て平行沈線文土器が若干加わる程度である。幅広の爪形文で不整文を描く爪形文土器は，典型的な

ものが出土しておらず，本遺跡の諸磯a.b間に幾許かの空白期間が存在したことを物語っている。

第87図1~24は肋骨文系，若しくは窓枠状文系の構成をとる破片である。旧態を残す典型的な肋

骨文は 7~9の無地文同一個体片に限られ，他は著しい変質が窺える。複段の文様帯構成を条件と

する窓枠状文は， 10• 15が確定し得るのみで，他はいずれとも決し難い。 1• 5 • 23 • 24はその文

様展開を施文の特徴からすれば，単段文様帯構成の肋骨文系にあたろう。また， 10~22は粗な斜行

線より窓枠状文系と思われる。両者の施文技法には大きな差が認められず，文様交点に円形竹管文

等の刺突文を追加するのも同様である。両者ともに地文としてRL縄文を有し，窓枠状文系は 2本

1組の，肋骨文系はさらに多数の有管内痕平行沈線で縦区画を連結する。

同図25~35はさしたる文様構成を有さず，円形竹管等の縦位刺突文を唯一の拠所とする個体であ

る。 28• 31は前述した窓枠状文構成にあたるものかも知れないが，確定できない。他の文様要素で

は， 29• 30などの平行沈線があるのみで， これは文様帯区画線的要素を持っている。また25• 27 • 
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28の口唇上には押圧痕が残っている。

連続山形文系の個体は第88図1~12に示した。山形，若しくは波状文と，直線文の交互配置によ

って文様帯を充填するのが基本だが， 6 • 7 • 9のように直線文を介さぬものもあり， 一定しな

ぃ。また， 10• 11では縦位刺突列， 12では爪形列が枠状化の一助となっており， 肋骨文系構成と類

似する。地文の有無と既述の要素項との関わりは見出せなかったが，単施文平行沈線の場合は殆ど

が有地文となっている。

以上の確立系統の構成に不足する破片を第88図13以下に示したが，多くは幅狭の並走爪形文を主

要素としている。爪形はC字が常であるが， 14• 29 • 34等， D字列化するものも一部見受けられる。

平行沈線内に爪形を充填しないのは40~51であるが， 40は諸磯C式と思われる。また， 41以下の

うち，粗間隔に単施文平行沈線を廻らす胴部片は，諸磯b式に属するものかも知れな い。 40を除

き， これらは一様に地文を持ち， この類ではLR原体の使用（47• 51) も行われている。

第89図1• 2 • 4~8 • 13 • 15は複列施文の平行沈線によって文様を描くもので，諸磯b式に相

当する。典型的なキャリバー形の器形はなく， 1 • 2のような屈折口縁部がこれを担う。口頸部文

様帯内に曲線文を展開するものもなく，直線的な施文が専ら採用されている。

これらに類するものには 3• 14があ り，前者は平行沈線内に鋭い刻みを加える もので，浮線文土

器との折衷施文法にあたる。また， 14は諸磯a的な幅狭爪形による文様帯区画線を設定し，内部を

b的な曲線文で埋める。

同じ平行沈線を用いる木ノ葉文系 (9~11)も，幅狭の沈線からすれば，a式に共通性を求める

ことができる。 爪形文で木ノ葉部を区画する種類は，遺構外では出土しておらず，得られた破片も

非常に少ない。 11は単開口平行沈線土器にも共通した構図を見ることができるため，この類とは確

定できない。なお， 16の集合条線土器は，第88図40とともに，諸磯c期の古い段階の所産と思われ

る。

浮線文（第89図17~31)は，浮線上の施文法によって大きく二種に分割できる。すなわち，押圧

様刻み（17• 20~23)と剌切様刻み(18• 19 • 24~31)である。この種別に応ずる他要素は見当た

らないが，前者の浮線には貼付感が多く残る傾向がある。低浮線で丁寧な刻みを施す26• 27 • 31に

は地文がなく，同一個体と思われる。また，器面部と浮線部の粘土色が異なるのは25の1点のみで

あった。全体の構成を往彿させるものはなく，器面についても同様である。

第90• 91図には縄文単文の破片を示した。前述の如く，多くは諸磯a式の所産と思われる。口縁

片は平縁が多く，薄手で朝顔形に外反するのを常とする。基本的には横位施文で器面を飾るが，第

91図1のように，斜位施文が確認できる破片もあり，黒浜期までの横帯意識は完全に崩壊したとい

える。原体別にこれらを見た場合， RLが優勢で，附加条（第90図11• 16,第91図12• 24)や，結

節部回転痕（第90図13,第91図5),第一種結束部回転痕（第91図5)などの変化もある。各節は，

菱形状の，該期に特徴的なものが多く，第91図21のように， 0段多条の原体を使用するものもあ

る。このうち，第91図5は使用原体や羽状構成を用いることなどより，時期降る前期末葉の所産と

見倣すことができる。

単文では他に無文土器（第91図29~34)があるが，全体を推し得る資料がない。口縁部の破片を
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見る限りでは，内傾する鉢，若しくは浅鉢形がこの種にあてられるようである。なお，列孔土器は

遺構外に出土していない。

第N群土器（第94~96• 99図）

縄文中期前半から中期後半の土器群を一括した。施文手法・形態によって a~ i類に分類した。
a類（第94図1~6) 

勝坂式に属する土器群を一括した。いずれも隆帯区画文をもち，隆帯上には刻みが加えられる。

b類（第94図8~10)

勝坂式に比定され，地文に撚糸文をもつ。8は口唇が尖り，内彎する。

c類（第94図7)

加曾利E式のキャリパー系土器で口縁部文様帯が幅狭である。地文に撚糸Lをもつ。

d類（第94図11~16)

c類より時期的に下ると思われる一群である。頸部無文帯は消失し，隆帯も偏平化している。 13

は口縁部の内彎が強い。 12は浅鉢型土器と思われる。 15は懸垂文に沿ってナゾリが加えられる。

e類（第94図18~25)

連弧文系土器を一括した。地文は17• 25が縄文RL,他は撚糸Rである。弧線は 3本沈線が主

で，20の如く 2本沈線も含まれる。 18• 19 • 24は口唇直下に交互刺突文が加えられる。

f類（第94図26~30)

曾利系の土器群を一括した。隆帯間に沈線が綾杉状に施される。 30は楕円形刺突である。

g類（第94図33,第95図6~10,第99図3)

加曾利E式後半で隆帯文をもつものを一括した。隆帯は断面三角形を成す。第99図3は懸垂文と

楕円区画文が胴部上半に交互に配される。地文は全て充填縄文である。第95図6はEIII式である。

h類（第99図5)

隆帯文のみで縄文をもたない。全体に強く内彎し，口唇無文部下に4単位の環状把手をもつ。

i類（第94図31• 32 • 34, 第95図1~5,第99図2)

g. h類と同時期で沈線で文様描出される一群である。第99図2は渦巻文を，他は口唇下から垂

下する懸垂文をもつ。地文は全て充填縄文である。 2~4は口唇下に隆帯が廻らされている。

第V群土器（第96図1~25)

縄文後期の土器群を一括した。モチーフにより a~ C類に分類される。
a類（第96図1~11) 

掘之内 l式に属するものを一括した。 3本 1単位の沈線文を基調とする。

b類（第96図12~20)

掘之内II式に属する土器群である。 17は口唇が屈曲する。沈線間に細縄文が充填される。

c類（第96図21)

口唇を廻る沈線に接して沈線文をもつ。無文で口唇内側は肥厚している。

d類（第96図22~25)

加曾利BI式に属する土器群である。口頸部文様帯に格子目状沈線文をもつ。

- 119 -



八
8

p̀llf 
匂ロ

]

ア
一

姜

丸

謎

翠
寇
砂

尋
『
言

言
―C
翫
ク｛
亭

勺

□口
ぷ
埓f
`
ぶ

一．ヽ‘も

‘
.
p
i
t
¢

i
名
し
．9

＂
"
h
"
t
i
i
i
i
.

.

,
”
~
•り

で
村
喜

ク
ト

”,"o
y
iInoa‘
し

＄
惰
g
"
情
桁
机

さ
姿
蘭
り
け
lli
 

iii瓜

1

¥

J
、

¥

J
R
"
岱d
 

J
:
'
9
9
 .. i
"
'し
灼占

月
□
ハ
〗5

/

ヘご

：ふ
守
｀
芯

喜
そ
ぶ
＼
｀

応

笠

泣

》

畠
彎

21

仇

り
26

腎

}

乃

日

日

『
釦

5
i

ぶ
砂

、

6

唸
鬱

喀

盆

誓

憂

尻
そ
ゃ
な
黛

:

2

0

言

讐

飼

謬

，

炎

ご

．`
．`．
 

淑

規

餅

、・ぃt守

..~
.
.~• 
疇
ゞ

a

2

4

歳

｀

き

／，ダ

ぷ

躙

ミ

竺

酪

n

1

9

号

冒

以
28

贔

凋

門

日

□日
23

心

讀

心

滋

⇔
冨
疇
恥

誓
｀
言
＇贔
慧・ハ鼻

u

1

8

U

2

2

 

27 

y 29 30 

n
 

Y
J34
IOc ，
 

摯
嘉
ヴ

帳

言詈3
唇
冷

□330 疇
ふ，
・

ミ：32 ◇
 

."
r
 ‘
 

7
.
 
収
,• 
g
 

羽ぷ『ー3
 

第94図 グリッド出土土器図 1V群

- 120 -



門
ロ
ロ
□日
□ロ
ロ
ば

6

(
l
8

g

、

亨

•
[
•

．□．J/
/
°
 。

↓
 

1
 

四

ー

1

|

2

， 

第95図 グリッド出土土器~l) N群

-121-



□
I

u

o

`

‘

2

0

y25
日
日
日
[

a

1

2

隣

胃
｀
｀

—
]
ぎ
尋
貫
曇

u
1
7

胄

□
〗

{
-

5

．
攣・
暑

0
1
1
9

4
~
5

拿
》尋
電

□
[

/

月

]
:8
Vu2

曇
口
三゚

り
u

`

v

4

バ
y
ゾ

J

／
7

『

｝

疇

9
2
3
0口
□] 15

三i・」

：

□
9J
`

1

1

”

;

2

麟
詈
疇
讐

n日
川
U
1
4

/
[
60

[

9

“

2
:

3

 

灯
□日
日
日
日
吋
ー

癸
Fぃ

□日
日
日
）
1

7

門

□

一
．疇

□3

《

b
i
忘

』

g

．這

第96図 グリッド出土土器63 V群

- 122 -



4
 

ー

日
日
H
m
`

右
寄

ー＇

，
 

3
 k

 

ー

＼
 

0 10cm 
1,  I 

第97図土器実測図（1)

-123-



唸

n
ー
ロ

／

｀

/
『
ロ

＼

忍

三

言

『
ご
ど
嚢

』

翌

芝

／

．

¢

｛

成

摩

，
＇〉＇／

，

感

喜

乞

5
 
灼
｀

｛

 

＂
）
 

7J 

＼ 2 

疇~ 攣
慮繋襲

」

/
1

‘̀

 

¥
 

、
•

9
.
 ざ(、

i

へベヽ
3
 

ロ

／

ふ

[

/

/

ロ
：
｀
薗
~
ー

，
’

□

\
—
 

一
／
~
甘
什
甘
じ—
|
~

8
 

-124-



¥
 

`~ 
『

――
 ]]
'

-

―
 

一
L
 

『

¥

]

l
 

＼
 

／ 

(f!：ロ

O 10cm 
l l l 

第99図土器実測図（3)

-125-



i：I 

:]' 

1 J 

O 10cm 
1J 3 / l I l 

第 100図土器実測図（4)

- 126 -



土製品

土製円盤である。縁辺は丁寧に研磨され， 11• 12 • 17は諸磯式，他は撚糸文土器片利用である。

グリッド出土石器

本遺跡からは多数の石器が出土したが，追構に伴なって検出されたものは少ない。多くはグリッ

ド出土であったため，各石器を時期単位で明確にはし得なかった。このような限界を前提にするた

め，草創期と思われる石器群以外は，器種単位での形状分類を基本に図を組むことにした。時期的

問題に関しては文中に極力触れることにする。

草創期の石器（第101~102図）

1 • 2は掻器である。 1は上部を欠損しているが刃部は全周に巡ると思われる。 2は刃部が全周

に巡っている。打点は下位にあり，バルプは裏面加工により取り除かれている。以上のような片面

加工の流麗な掻・削器は，草創期に特徴的にみられるものである。 3~5は局部磨製石斧である。

3は上半が丸槃，下半が片刃石斧と，両端を刃部にしている珍しい例である。 4~5は，楕円形の

偏平礫の長軸の一端に研磨を施し刃部としたものである。 4は裏面に剥離面が見られるが，研磨が

施されているため詳細は不明である。これらに関しては，撚糸文系土器群の後半に特徴的に検出さ

れる局部磨製石斧に似ており，その可能性も高い。 6はいわゆる有溝石器である。下部を欠損する

が，両面に溝状の研磨痕が認められ，矢柄研磨器の可能性も考えられる。

A. 石鏃（第101図7~22，第102図1~34) 

1類（第101図7~22,第102図1~5) 草創期所産と思われる石鏃を一括してみた。

a （第 101図7~9) 細身で鉾先状を呈し，基部は凹基無茎のもの。先端を作り出している。

b （第101図10~12) 小形で薄身のもの。基部は円基である。 12は上下両端が尖り平行四辺形で

ある。 c （第101図13~17) 基部の扶りが比較的明確なもの。大形のものが多く，先端を作り出し

ている。 d （第101図18~22，第102図1~ 5) 基部の扶りがないもの。先端を作り出している。

以上の石鏃の特徴として先端部を作り出している事があげられる。

2類（第102図6~34) 草創期以外の時期に属すると思われる石鏃を一括した。

a （第102図6~15) 基部の扶りが明確なもの。 6~14が両面加工で， 15が周縁加工である。

b （第102図16~34) 基部の扶りが不明確なものを一括した。 16~25は基部に浅い扶りが見られ

る。 26~31の基部はほぼ直線になる。 32~34は基部が円基になる。 34は先端部を作り出している。

B. スタンプ形石器（第103~104図）

1類（第103図1~ 5) 小形のものを一括した。 1以外は体部に加工はなく，打割面からの細か

い剥離が見られる。打割面は 1回の剥離によって作られ，研磨痕が見られる。

2類（第104図6~10) 細身のものを一括した。体部には加工がなく，打割面より細かい剥離が

見られる。打割面は 6• 9 • 10が1回の剥離， 7 • 8が2つの大きな剥離によって作られている。

研磨痕はよく見られる。

3類（第103図12~15) 体部側縁に加工が施されているものを一括した。両側縁に加工を施すも

のはなく，全て片側加工であった。打割面は 1回の条1j離によって作られており， 11以外は研磨痕が

見られた。
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4類（第103図16~18，第104図1~3) 比較的偏平な礫を素材としたものを一括した。体部の

加工はなく， 打割面より細かい剥離が見られる。 打割面は 1回の剥離に よって作られ，研磨痕が見

られる。

5類（第104図4~14) a一花尚岩系の石を素材にしたものと bーそれ以外の石を素材にしたも

のに区分した。体部には加工が施されておらず，打割面からの細かい剥離が見られる。打割面は 1

回の剥離で作られており， 9 • 12以外は研磨痕が見られる。 以上， スタンプ形石器を見てきたが，

本石器群は撚糸文系土器群の後半に特徴的に見られる石器であり，分布も関東平野に限定されてい

る。本遺跡における特徴を列挙しておくと，体部に加工を施したものが少なく ，所謂凡字形石器と

言われるものはない。 打割面は 1回の剥離によって作られる事， 研磨痕の範囲の広いものが多い事

などの点があげられる。

c.打製石斧（第106~111図）
1類（第106図1~5) 小形のものを一括した。 1~4は正面に打割面，裏面に自然面を大きく

残す。調整加工は周縁に施されている。 5は自然面を残さない。

2類（第106図6~19,第107図1~6) 所謂撥形の打製石斧を一括した。 a（第106図6~11)

小形で薄手の もの。全て正面に打割面，裏面に自然面を残す。刃部の形状は 6~10が円刃で11が直

刃である。調整加工は裏面から正面に向って行われている。 b（第106図12~14) 小形で厚手のも

の。 正面に打割面がなく，褻面に自然面を残す。調整加工は裏面（自然面）から急角度に比較的大

きな剥離が行われる。早期に特徴的に見られる石器群である。 C （第106図15~19) 中形のもの。

褒面に自然面を残す15~18と，正面に部分的に自然面を残す19がある。調整加工は15~18が周縁加

工で19が片面加工である。 d （第107図1~4) 基端部を細く作り出しているもの。全て裏面に

自然面を大きく残すが， 2は正面にも自然面を残している。刃部は 1~3まで調整加工を施し， 1 

• 3が円刃， 2が直刃になっている。 4は欠損していると思われる。 e（第107図5• 6) 基端

部が最も厚くなるもの。 5は両面に自然面を残し，周縁加工を施した ものである。

3類（第107図7~15,第108図1~3) 所謂短冊形の打製石斧を一括した。 a （第107図10~

15)小形の もの。 10~12は裏面に大きく 自然面を残す。 14• 15は裏面に部分的に自然面を残す。 13

は自然面を残さ ないものである。刃部は正面に調整加工が施されており，形状は直円に近い円刃で

ある。 b （第107図7~9'第108図1~3) 第107図7 • 9, 第108図1~ 3は裏面に大きく自然

面を残し，第107図8は裏面に部分的に自然面を残すものである。調整加工は周縁的に施されてい

るが，刃部では正面に行われている。 形状は直刃に近い円刃である。

4類（第108図4~9) 基端部が尖り，三角形状を呈するもの。裏面に自然面を残し，調整加工

は周縁に施されている。 4~ 8の刃部は円刃と なっているが， 4 • 5 • 8は正面からの調整加工が
施されているのに対し， 6 • 7は側辺の加工のみである。 9は欠損と思われる。

5類（第108図10~13) 所謂分銅形の打製石斧を一括した。 10~12は裏面に大きく自然面を残

す。 11~13は基部の扶りが深い。刃部は10• 11 • 13が円刃で， 12が尖がる。

6類（第108図14，第109図1~ 3) ほぼ楕円形を呈するものを一括した。全て裏面に大きく自

然面を残す。調整加工は第108図14,第109図1• 3が裏面から正面へ比較的大きな剥離を行い，第
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109図2は裏面から正面への周縁加工である。

7類（第109図4~7) 中形で厚手で，刃部が極めて鈍角のもの。褒面は自然面を残し，裏面か

ら正面に急角度の比較的大きな剥離を施している。

8類（第109図8• 9 • 11~14) 薄手のもの。 8• 9 • 12~14は正面に打割面，裏面に自然面を

大きく残す。 11は両面に打割面を残し，その縁辺を利用しているため，調整加工が少ない。

9類（第109図10,第110図1~5) 不定形で厚手のもの。第109図10, 第110図1~4は裏面に

自然面に大きく残し，全間に加工を施している。第110図5は両面に自然面を残し刃部と思われる

所に集中して剥離を施している。打製石斧というより礫器とすべきかも知れない。

10類（第110図6.7) 大形のもの。 6は自然面を残さない。 7は裏面に大きく自然面を残す。

11類（第110図8，第111図1~6) 特に大形のものを一括した。 a （第110図8) 裏面に自然

面を残し，刃部を尖らせている。 b （第111図1~6) 上記以外のものを一括した。 5は刃部が

欠損していると思われる。 6は基部を大きく欠損している。

D.礫器（第113~115図1~8) 

1類（第113図1~ 6，第114図2~14, 第115図1~ 8) 片刃のものを一括した。 a （第113図

1 ~6) 長方形及び楕円形の礫の長軸を刃部としたもの。比較的形状が整っている。 b（第114図

2 ~4) 長方形の礫の 2側縁を刃部としたもの。 C （第114図5~8 • 10) 長方形の礫の 3側

縁を刃部としたもの。 5は基部にも剥離が見られる。 d （第114図9• 12) 刃部加工がほぼ全周

に廻るもの。 e （第114図11• 13 • 14，第115図1• 2 • 4) 礫の短軸に刃部加工を施したもの。

所謂バリカン形石器である。f （第115図3• 5~ 8) 正面に分割面をもつもの。刃部は 2側辺

から正面にかけて作り出されている。

2類（第113図5~12,第114図1) 両刃のものを一括した。 a （第113図5~10) 長方形の楕

円形の礫の 1~3側縁に刃部加工を施したもの。 b （第113図11• 12,第114図1) 全周に加工を

施した亀甲状のもの。第113図11は両面に自然面を残す。第113図12,第114図1は正面に分割面を

残す。以上礫器を見てきたが， 2類は 1類に比べ規格性が低い。

E.敲石（第115図9~16,第117図1~9) 

1類（第115図9~11，第116図2• 6) 棒状の礫を素材としたものを一括した。 a （第115図9

~11, 第116図6) 棒状の礫の長軸の両端を使用したもの。 b （第116図2) 棒状の礫の側縁に

敲打痕の見られるもの。

2類（第115図12• 13 • 15 • 16,第117図3~5) 比較的小形の偏平礫を素材としたものを一括

した。 a （第115図12• 13 • 16,第117図3~ 5) 敲打による剥離が片面に見られるもの。主に一

端のみに見られる。 b （第115図15) 敲打による剥離痕が両面に見られるもの。

3類（第115図14,第117図1• 7~ 9) 比較的大形の偏平礫を素材としたものを一括した。 a

（第115図14,第117図8• 9) 敲打による条lj離痕が片面に見られるもの。 b （第117図7) 敲打

による剥離が両面に見られるもの。

F.掻・削器（第117図10~13,第118図，第119図1~9) 

1類（第117図10~13，第118図1) 比較的厚手で両側縁に刃部を設けているものを一括した。
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片面に大きく自然面を残すものが多く，打製石斧に形状が似ている。

2類（第118図2~4) 形状は不安形で片側縁に刃部を設けているものを一括した。片面に大き

く自然面を残す。 2• 4は片刃， 3は両刃加工である。

3類（第118図5~ 9) 下部が尖るような形状を呈するものを一括した。

4類（第118図10• 11 • 13 • 14) 不定形で 4辺の内 3辺に刃部加工を施したものを一括した。

5類（第118図12• 15) 裏面に大きく自然面を残し，刃部加工は裏面から正面方向に行われてい

る。所謂亀甲状の掻器である。

6類（第119図 1~ 3) 自然面の残りは小さく，長軸の一辺に刃部加工を施したもの。

7類（第119図4~8) 比較的小形の条lj片を素材にしたものを一括した。形状は不定形である。

8類（第119図9) 剥片を素材にし下縁を刃部としている。所謂掻器である。

G.磨石類（第119図10~23, 第120図1~5) 

楕円形の偏平礫を素材とし，正面にくぼみを有するもの。側縁に敲打痕の見られるものがある。

H.石皿（第120図6~9，第121図）

皿部を明確に作り出したものはなく，偏平の大形の礫を使用している。

I.石錐（第102図35~37) 35 • 36は小形品で， 37は大形品である。いずれも条lj離の一端を加工

したものであるが，錐部は短い。

J.掻器（第102図39) 上部を欠損している。褒面に主要剥離面が見られ，下縁に刃部加工を施

している。

K 石匙（第102図38) 両面加工で刃部は直線状になる。横型石匙である。

グリッド出土観察表

番 号 Grid 分 類長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 質

101-1 D7 (5.4) 4.2 1. 2 26.8 頁 岩

2 B7 6.3 2.7 1. 2 14.9 頁 右山

3 B10 12.2 5.0 2.0 157.3 ホルンフェJレス

4 B7 6.5 3.0 1. 1 27.1 砂 岩

5 B4 8.9 4.3 1. 6 104.3 砂 岩

6 B5 (7.8) 6.5 2.6 150.6 

7 B3 A 1 a 2.2 (1. 2) 0.6 0.4 チャート

8 B 3.2住 A 1 a 1. 7 0.9 0.3 0.3 チャート， B7 A 1 a 1. 9 1. 1 0.4 0.9 安山岩

10 B 6 A 1 b 1. 8 1.1 0.3 0.4 黒曜石

11 A 1 b 1. 8 1.0 0.3 0.4 黒曜石

12 B 8 A 1 b 2.3 1. 3 0.3 0.5 黒曜石

13 Ale 3.5 (1. 6) 0.6 l. 7 頁 岩

14 B 3. 2住 Ale 2.7 1. 4 0.5 1. 4 チャート

15 B9 Ale 3.1 1. 6 0.4 1. 2 チャート

16 C4 Ale 3.2 1. 4 0.6 1.8 チャート

17 D20 Ale 2.9 1. 6 0.5 1. 7 チャート

18 Il区 A 1 d 2.2 1. 6 0.5 1.0 チャート

19 C5 A 1 d 2.5 1. 6 0.5 0.9 安山岩

20 C5 A 1 d 2.5 1. 7 0.5 1. 3 安山岩
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番 号 lGrid 分 類長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 質

101-21 B7 A 1 d 2.5 1. 6 0.9 2.2 安 山 岩

22 B7 A 1 d 1. 9 1. 4 0.4 1.0 安 山岩

102-1 B7 A 1 d 1. 7 1.8 0.5 1. 7 安山岩

2 B7 A 1 d 2.5 1. 6 0.6 1. 3 安山岩

3 D7 A 1 d 2.2 1. 5 0.4 1. 2 頁 右山

4 B7 A 1 d 2.5 1. 5 0.5 1. 3 安 山岩

5 B5 A 1 d 2.2 l. 1 0.4 0.8 チャート

6 B7 A2a 2.1 2.0 0.5 1.1 黒曜石

7 B3-2住 A2a 2.6 (1. 6) 0.6 1. 3 チャート

8 A2a (2.4) (1. 9) 0.5 1.21 チャート， C21 A2a 2.5 (1. 7) 0.4 0.7 チャート

10 B8 A2a 2.3 1.3 0.4 0.9 チャート

11 D25 A2a 1. 9 1. 3 0.4 0.4 黒 曜石

12 C9 A2a (2.1) 1. 8 0.5 1. 3 黒曜石

13 A2a 2. 1 2.0 0.5 1.0 チャート

14 B4 A2a 1. 7 1.6 0.3 0.4 チャート

15 A2a 2.3 1.8 0.4 1.2 チャート

16 B5 A2b 1.3 (1. 2) 0.3 0.3 チャート

17 A 2 b (1. 6) 2.1 0.5 1.1 チャート

18 B7 A2b 2.0 1. 4 0.4 0.8 チャート

19 A5 A2b 1. 9 1. 7 0.5 0.9 チャート

20 B5 A 2 b 1. 3 1.1 0.3 0.3 チャート

21 B5 A2b 1.1 1. 2 0.3 0.2 チャート

22 B6 A2b (1.5) 1. 5 0.5 0.8 頁 石!.u 

23 B7 A 2 b 1.8 1. 4 0.5 0.8 チャート

24 B5 A 2 b 1.8 1. 6 0.3 0.4 チャート

25 C4 A 2 b 1. 9 1.0 0.4 0.3 チ ャート

26 B5 A 2 b 1. 4 1. 2 0.4 0.5 チャート

27 B4 A 2 b 1. 3 1.1 0.4 0.4 チ ャート

28 A 2 b 2.1 (1.5) 0.4 1.0 チャート

29 B3 A 2 b (2. 2) 1. 6 0.4 1. 5 チャート

30 C8 A 2 b 1. 7 1.3 0.5 0.8 チャート

31 C7 A 2 b 2.0 1.8 0.7 2.1 チャート

32 A 2 b 1. 6 1. 6 0.3 0.5 黒曜石

33 A 2 b 1. 7 1.7 0.5 0.8 チャート

34 B5 A 2 b 1. 9 1. 3 0.4 0.5 黒曜石

35 B7 I 2.5 1. 6 0. 7 1. 65 チャート

36 Bl4 I 3.8 2.0 0.7 3.8 安山岩

37 B7 I 7.2 4.3 1. 9 47.9 

38 B4 K 2.5 3.6 0.6 19.0 チャート

39 B 5 J 3.2 3.9 1. 4 4.6 チャート

103-1 A4 B 1 7.0 4.7 4.2 177.7 砂 右＇ 
2 B8 B 1 5.9 4.3 3.3 

124.7 

3 C7 Bl 7.4 4.6 3.4 
155.3 

4 B 8 Bl 6.8 4.9 2.9 
142.2 花岡岩

5 C7 Bl 8.5 5.2 
3.5 

240.4 安 山岩

6 B5 B2 10.4 4.5 
4. 1 

225.9 砂 ゎ屯

7 C7 B2 10.7 5.3 4.7 
299.8 砂 岩
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番 号lGrid 1分 類長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) I 石 質

103-8 C 8 B2 10.9 5.3 3.5 371.1 花尚岩， B4 B2 10.2 4.7 3.4 207.4 砂 右山

10 B8 B2 9.0 4.5 2.7 133.4 砂 右山

11 C6 B3 14.5 7.5 5.2 711. 2 砂 岩

12 E22 B3 11. 1 8.1 4.6 592. 1 砂 右LU  

13 A6 B3 11.5 8.3 3.7 524.6 花尚岩

14 C9 B3 10.3 6.4 3.8 323.8 砂 右山

15 C13 B3 10.0 7.7 4.7 538.5 安山岩

16 B7 B4 12.6 8.9 3.9 432.1 砂 岩

17 B6 B4 10.9 5.8 3.2 310.4 砂 右山

18 B4 B4 9.5 6.5 3.5 297.1 花尚岩

104-1 B5 B4 10.6 9.0 3.5 432. 0 花尚岩

2 C 8 B4 10.7 7.6 3.7 478. 2 花尚岩

3 C14 B4 11. 4 7.5 4.9 631.3 花尚岩

4 C7 B5a 8.9 6.7 4.8 337.7 花尚岩

5 C7 B 5 a 9.8 8.5 5.4 620.3 花尚岩

6 C6 B 5 a 8.4 7.9 4.9 370.3 花岡岩

7 B9 B 5 a 12.4 7.3 4.9 670. 2 花尚岩

8 B7 B 5 a 10.0 5.8 5.0 457. 2 花尚岩， B5 B5b 12.9 6.7 5.0 564.9 砂 右山

10 C 8 B 5 b 9.8 5.7 4.0 342.5 砂 右山

11 B 8 B5b 11.4 8.2 4.1 602.5 砂 右山

12 B6 B5b 12.6 6.0 5.3 704.2 頁 岩

13 B6 B5b 10. 7 7.0 4.8 420.0 砂 岩

14 B3 B56 10.0 6.6 5.2 577.6 砂 右山

106-1 B5 Cl 7.1 3.5 1. 5 36.3 頁 岩

2 B4 Cl 7.1 4.5 1.3 49.0 頁 右山

3 B 8 Cl 7.4 4.1 0.8 30.1 砂 右山

4 A 8 Cl 7.0 3.2 1.1 26.3 砂 右山

5 C7 Cl 6.6 3.9 1.3 31. 9 砂 右山

6 C7 c2a 8.8 5.7 1.8 94.5 頁 右山

7 B7 c2a 8.2 5.0 1. 7 67. 2 頁 右山

8 C7 c2a 7.5 4.8 1. 3 46.4 頁 右山

， B7 c2a 7.8 5.8 1. 5 70.7 砂 岩

10 C 8 c2a 8.6 4.8 1. 6 55.4 頁 右山

11 C6 c2a 8.1 5.5 1.8 99.5 頁 右山

12 B5 c2a 8.9 5.3 2.7 126.9 頁 右山

13 B 8 C2b 7.7 5.5 2.2 91. 3 頁 右山

14 B6 C2b 8.8 5.0 2.7 120.9 頁 右山

15 C7 C 2 c 10.1 5.5 2.5 132. 3 頁 右山

16 B7 C 2 c 9.5 5.3 2.4 133.7 頁 岩

17 A5 C 2 c 11. 7 6.4 2.8 230.1 頁 岩

18 B7 C 2 c 9.3 6.6 2.7 185.0 頁 石.....,・ 

19 Bll C 2 c 10.6 6. 1 3.0 178.6 頁 右山

107-1 A7 C2d 10.7 5.4 1.8 101. 0 頁 右山

2 A2 C2d 9.9 5. 7 2.6 152.6 頁 岩

3 B7 C2d 11. 7 5.1 2.6 158. 7 頁 岩

4 B6 C2d 10.3 5.2 2.2 121. 8 頁 右山
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番 号 Grid 分 類長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 質

107-5 C6 C 2 e 9.6 7.2 3.0 208.4 頁 岩

6 B6 C 2 e 8.8 6.2 3.0 146.5 ；頁 右LU 

7 B7 C3b 11.6 5.8 2.0 126. 7 頁 岩

8 C5 C3b 12.l 4.8 2.2 142.0 砂 右山

， C6 C3b 10.0 6.0 2.3 159.4 頁 岩

10 C6 C3a 9.0 5.0 1. 7 86.5 砂 右山

11 C7 C 3 a 8.5 6.0 1. 7 103.2 頁 右山

12 B7 C3a 8.5 4.9 2.0 88.4 砂 岩

13 B8 C3a 8.7 4.2 1.8 102.9 頁 右山

14 C6 C3a 9.9 5.0 1. 8 86.6 砂 右山

15 C6 C3a 9.3 4.9 1. 7 96.4 頁 右山

108-1 B2 C3b 10. 5 6. 1 1. 9 149.0 頁 右山

2 C7 C3b 10.5 5.7 2.2 162.3 頁 右山

3 B7 C3b 10.8 6.5 2.6 132.0 砂 右山

4 B 8 C4 8.6 6.7 2.5 127.6 ホルンフェルス

5 B3 C4 8.0 5.6 3.0 111 9 頁 岩

6 C9 C4 10.0 7.2 1.8 130.7 頁 右卜

7 B8 C4 9.0 6.1 2.3 115. 8 砂 右山

8 B6 C4 8.7 6.6 2.2 149.5 砂 岩

， C6 C4 8.5 5.6 3.4 156.7 ホルンフェルス

10 A4 C5 11.1 7.6 3.2 363.9 頁 岩

11 B4 C5 10.5 6.7 2.0 112. 2 砂 右山

12 B 8 C5 10.1 6.0 1.6 107.3 砂 右山

13 D 8 C5 10.7 8.7 3.9 346. 6 砂 右山

14 C7 C6 9.1 6.1 2.8 171. 8 頁 右トU

109-1 A6 C6 10.9 7.2 3.1 257.2 頁 右山

2 B7 C6 10.3 6.0 2.5 180.0 頁 右山

3 C6 C6 9.4 6.2 2.6 163.6 頁 岩

4 B11 C7 9.5 5.1 2.9 146.8 頁 右山

5 B3 C7 10.6 6.4 3.7 236.7 頁 右山

6 B7 C7 10.l 5.6 3.2 225.5 頁 右山

7 C7 C7 9.0 5.9 3.7 191. 1 頁 右山

8 Bl3 C 8 10.9 5.7 1. 5 91. 5 砂 右山

， ClO C 8 12.9 6.2 1. 6 113.6 砂 右山

10 A9 C9 9.8 7.2 2.9 222.4 頁 右山

11 C 2 C 8 10.7 5.2 1. 6 79.6 頁 岩

12 C9 C 8 12.2 6.0 1.7 122.5 頁 岩

13 C 8 C 8 (12.3) 6. 7 2.7 184.0 頁 右，山

14 C9 C 8 9.1 5.7 1. 8 84.4 砂 右山

110-1 B7 C9 10.6 8.0 3.6 295.6 頁 岩

2 B9 C9 10.1 6.9 3.6 252.0 頁 右山

3 B8 C9 10.5 8.3 3.2 273.6 頁 岩

4 D7 C9 10.3 7.2 3.7 270.4 頁 岩

5 ClO C9 12.9 6.7 4.0 369.7 砂 岩

6 C 8 ClO 12.4 6.9 4.8 370.6 頁 岩

7 C7 ClO 11. 6 8.7 3.0 336.2 頁 岩

8 B7 C11a 14.5 8.7 4.7 608.7 頁 右山

111-1 C7 Cll b 17. 8 10. 1 4.7 1040.6 頁 右山
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番 号 Grid 分 類l長さ（cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) I 石 質

111-2 ClO Cll b 15.4 9.1 4.4 651. 0 砂 岩

3 B7 Cll b 14.6 9.5 4.4 668.0 砂 右山

4 D21 Cll b 17.3 8.0 3.2 350.4 頁 岩

5 B7 Cll b 14.3 9.0 3.9 443.3 頁 岩

6 C7 Cll b (11. 7) 11.7 5.4 923.4 砂 右山

113-1 C4 D 1 a 6.7 11. 5 3.6 298.0 頁 右山

2 A 8 Dla 8.4 9.9 3.5 354.3 砂 右山

3 C 8 Dla 6.3 11.7 4.1 389.7 頁 右山

4 B5 D 1 a 5.2 10.8 3.3 191. 4 頁 岩

5 C7 D2a 9.0 12.7 5.2 721. 6 頁 右＇ 
6 B5 Dla 7.9 10.4 2.5 241. 2 頁 右山

7 C7 D2a 7.8 10.8 3.7 334.5 頁 右山

8 C8 D2a 10.6 10.0 2.9 413.4 頁 右山

， B6 D2a 8.3 12.9 5.4 560.0 頁 右山

10 B6 D2a 7.0 7.2 4.3 213.0 頁 右山

11 C7 D2b 8.6 9. 1 3.6 377.3 頁 岩

12 C7 D2b 9.7 11. 4 3.5 468.6 頁 右山

114-1 Cll D2b 9.3 11. 2 4.0 503.4 頁 右山

2 C 8 Dlb 9.3 5.6 2.6 206.7 粘板岩

3 B7 Dlb 6.2 8.4 3.5 276.6 頁 右山

4 B3 Dlb 9.1 10.4 3.4 437.0 頁 岩

5 B6 D 1 e 7.4 10.1 3.9 363.7 頁 右山

6 B5 D 1 e 6.6 7.1 3.7 178.3 頁 右山

7 B 8 D 1 e 9.5 10.7 5.5 580.3 頁 岩

8 B7 D 1 e 6.4 8.1 3.7 247.4 頁 岩， B6 Dld 7.4 7.3 2.7 193.3 頁 右山

10 B7 D 1 e 6. 1 8.6 3.9 222.9 頁 右山

11 C6 D 1 e 9.9 8.2 5.4 607.9 頁 右山

12 B6 Dld 8.7 10.3 3.2 362.1 頁 右山

13 B5 D 1 e 10.0 9.4 3.5 458.7 頁 右山

14 C7 D 1 e 9.3 7.7 3.9 348. 6 頁 右山

115-1 C7 D 1 e 7.9 7.7 4.8 342. 3 頁 右山

2 B6 Dle 7.3 6.8 3.5 247.5 頁 岩

3 B7 D 1 f 6.8 10.5 3.2 276.4 頁 岩

4 B5 D 1 e 9.5 8.8 3.7 440.1 頁 岩

5 A9 D 1 f 6.7 7.6 2.9 145.5 頁 右山

6 B7 D 1 f 5.7 8.3 3.2 183.3 頁 右山

7 B6 D 1 f 6.1 9.9 4.8 321. 6 頁 右山

8 D21 D 1 f 8.8 9.1 4.0 370.7 頁 右山

， C9 E 1 a (11. 7) 4.6 1. 9 192.7 

10 A6 E 1 a 8.0 2.4 1. 6 36.2 

11 B6 E 1 a (10.9) 3.5 1.8 115. 4 

12 C7 E2a 8.3 7.0 1. 6 137.5 砂 右山

13 C7 E2a 8.2 8.2 1. 9 215.1 

14 B21 E3a 11.9 10.9 2.2 408.2 砂 右山

15 C7 E2b 8.6 6.9 2.7 205.0 頁 右＂ 
16 B7 E2a 7.4 8.4 2.3 194.4 

177-1 C7 E3a 12.6 7.8 3.3 453.3 花尚岩
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番 号 IGrid 分 類長さ (cm)¥幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 質

117-2 B7 Elb 10.0 3.3 1. 3 69.2 砂 岩

3 B6 E 2 a 11. 1 5.3 1. 7 166.6 

4 C7 E 2 a 8.2 6.4 1. 3 95.0 砂 右山

5 A6 E2a 6.7 4.8 1. 9 91. 9 砂 岩

6 A7 E 1 a 10.0 4.2 1. 1 98.0 緑泥片岩

7 C21 E3b 11. 7 10.6 2.7 448.1 安山岩

8 A3 E3a 12.8 8.9 3.4 500.7 砂 右＇ ， C7 E3a 10.9 9.3 4.6 681. 9 砂 右山

10 C7 Fl 13.5 6.4 3.0 263.9 頁 岩

11 B 5 F 1 14.1 6.2 2.5 222.0 頁 岩

12 D14 Fl 12.7 5.9 2.4 244.0 頁 岩

13 A6 Fl 11. 8 6.6 3.2 265.8 頁 岩

118-1 C 8 Fl 11. 0 4.5 2.7 132.6 頁 岩

2 C 8 F2 12.5 5.2 2.8 214.8 頁 岩

3 C7 F2 12.4 6.3 2.6 187.9 頁 右山

4 C9 F2 10.4 6.0 1. 9 125.9 頁 岩

5 B5 F3 8.1 6.1 2.1 117. 6 頁 右山

6 B22 F3 9.7 6.9 1. 9 134.1 頁 右山

7 C6 F3 8.7 5.4 2.9 138.2 頁 右山

8 A7 F3 9.7 6.2 2.7 152.2 頁 右山

， D8 F3 7.8 6.3 3.7 171. 6 頁 右山

10 B7 F4 11.8 7.3 2.5 242.4 頁 岩

11 B5 F4 9.4 7.1 1. 6 108.1 頁 右山

12 C6 F5 6.8 5.6 1.4 63.3 頁 右山

13 C6 F4 10.2 6.8 1.8 130.6 珪 岩

14 C22 F4 10.5 6.3 2.4 174.7 珪 岩

15 A3 F5 7.7 6.1 1.1 69.3 珪 岩

119-1 C7 F6 12.1 4.9 2.9 164.7 頁 右山

2 C8 F6 9.4 6.5 1.7 124.8 砂 右山

3 D20 F6 13.5 4.9 3.4 178.0 砂 右山

4 B 8 F7 5.3 2.7 0.8 12.0 安山岩

5 A4 F7 6.5 4.7 1. 2 34.0 砂 岩

6 C7 F7 7.4 4.1 1.5 53.1 頁 右山

7 A 8 F7 7.8 6.7 1.0 48.2 砂 岩

8 C9 F7 (8.3) 5.3 1.0 49.5 安山岩， C14 F8 8.2 5.3 1. 8 76.3 チャート

10 A6 G 8.8 8.7 3.8 427.4 花尚岩

11 B4 G 10.0 6.9 3.1 375.0 花鹿岩

12 G 9.2 8.7 4.6 475.3 花尚岩

13 B7 G 9.5 7.0 3.9 445.5 花尚岩

14 B4 G 10.5 7.9 3.5 467.5 花尚岩

15 B4 G 7.0 5.7 3.8 202.9 花尚岩

16 B2 G 11.5 7.1 3.3 398.5 花尚岩

17 B3 G 8.1 7.0 2.2 198.8 花尚岩

18 C6 G 10.8 8.4 3.7 482.4 花岡岩

19 D15 G 11. 4 10.2 3.7 646.9 花尚岩

20 D21 G 5.4 7.7 2.2 53.6 安 山岩

21 C6 G 8.4 6.8 3.9 300.0 花岡岩
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番 号 Grid 分 類長さ (cm)I訓員（cm) J厚さ (cm)I重さ(g) 石 質

119-22 B5 G 8.2 7.0 4.2 350.3 花尚岩

23 C6 G 8.4 7.7 2.9 266.5 花尚岩

120-1 D22 G 8.1 7.4 1. 7 173.9 安山岩

2 C5 G 12.2 11.1 5.6 1052.2 安山岩

3 Dl5 G 11.0 9.2 4.2 664.6 花岡岩

4 Dl5 G 11. 8 9.9 4.5 927.3 花尚岩

5 D6 G 11.4 8.2 3.9 611.5 花岡岩

6 H (15. 4) 13.9 4.8 

7 B7 H (18.8) 20.1 3.9 2309.0 花岡岩

8 B5 H (13.0) (15.5) 5.3 1542.0 花尚岩， B 8 H (19.0) (14.3) 3.6 1549.5 花尚岩

121-1 D9 H 22.0 14.4 5.4 2829.0 砂 岩

2 C7 H (15.3) (9.5) 6.6 1221. 0 花尚岩

3 C7 H 14.3 (6.6) 2.5 423.8 花尚岩

4 A4 H (9.0) 11.7 4.3 588.3 花固岩

5 B6 H 15.5 (12.3) 4.1 1088.5 花尚岩
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VI 下南原遺跡

1. 遺跡の概観

下南原遺跡は，国道 140号バイパスの建設に伴って新たに発見された遺跡である。今回調査を行

なったのは，国道 140号線を挟んだ北側の部分であり，その南側部分は昭和44年度に調査され，既

に報告書が刊行されている（「下南原」埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告第8集 1982年刊行）。こ

こで検出された遺構は，住居跡 1軒及び土濃23基である。住居跡からは，縄文中期の土器片数点

と，打製石斧，石鏃が出土している。土城からの出土遺物には縄文中期の土器片及び石器がある

が，遺物が検出されたのは， 23基中13基である。この44年度分の発掘調査区域おいては，遺構の検

出された部分が，発掘区の北西端に当たっている。従って，下南原遺跡の集落は，発掘区の西方に

中心をもってひろがっており，確認された部分は，集落の限界と認識されている。

さて，今回発掘の対照となった部分も，既報告の部分及び前述した大林 I'大林II,宮林遺跡と

同様に，荒川左岸にひらけた中位河岸段丘上に位置している。標高は70~72mを測り，発掘区中央

部には，幅25mにわたる浅い谷が東西に走っている。

発掘調査は，路線に沿って 3mX3mのグリッドを全面に設定して実施した。耕作土の下に形成

された暗褐色土包含層中には，おびただしい河原石が混在しており，遺構確認は困難を極めたが，

合計23基の土城が，谷を挟んだ両側に集中して検出された。土城は，そのほとんどが楕円形の平面

プランをもち，断面は底部からゆる＜立ち上がっているものが多い。土層は以下の通りである。

第1層 黒褐色士を主体とし，大小の礫（所謂河原石）を多量に混じる。粘性は弱く，締まりは

悪い。

第2層 1層と同様の礫を主体とし，暗褐色土を少量混入する。

第 3層 2層に近く，礫を主体とするが，土は殆ど含まれず， 4層と同様の砂が混入している。

第4層 青褐色を呈する。ザラザラした砂質の量で，大小の礫も含まれる。

遺物は，数基の土城の覆土中から，縄文土器及び石器が出土したのみである。また，包含層中か

らも縄文土器（主に中期）や石器が少鼠出土している。

なお，本遺跡では，住居跡等の遺構は検出されなかったが，遺跡の立地状況をみると既報告の区

域が段丘縁辺部に立地していたのに対し，本遺跡ではそれよりおよそ lOOm程段丘の内側に位置し

ている。そのため，湧水等J)便にも恵まれず， また，背後の不毛な扇状地の存在を考えると，集落

としての立地条件は必ずしも満たされていなかったものと思われる。従って， これらの土濃につい

ては，集落に伴うものとするよりは，むしろ，キャンプ地における施設，あるいは落とし穴として

の可能性を考えるべきであろう。
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2. 遺構と出土遺物

下南原遺跡から検出された遺構は，土壊23基である。うち基17が谷の北側に，残りが南側の緩斜

面に立地している。以下，それらの概要を記す。

第 1号土濃 A-8グリッドに位置し，規模は97X 89cm, 深さは35cmである。

第 2号土凛 A-8グリッドに位置し，規模は77X74cm, 深さは39cmである。

第 3号土城 A-9グリッドに位置し，規模はSOX73cm, 深さは23cmである。

第4号土壌 B-8グリッドに位置し，規模は89X66cm, 深さは31cmである。

第 5号土城 B-8グリッドに位置し，規模は208X 116cm, 深さは35cmである。覆土中より礫器

が出土している。

第 6号土城 B-9グリッドに位置し，規模は206X llOcm, 深さは41cmである。覆土中より縄文

中期の土器片と剥片が出土している。

第7号土城 B-8グリッドに位置し，規模は162X 108cm, 深さは30cmである。

第 8号土壊 C-8グリッドに位置し，規模は124X86cm, 深さは21cmである。覆土中より剥片

が出土している。

第 9号土壕 B-8グリッドに位置し，規模は225X 94cm, 深さは44cmである。覆土中より剥片

が出土している。

第11号土壕 C-8グリッドに位置し，規模は116X 93cm, 深さは32cmである。

第12号土渡 D-9グリッドに位置し，規模は120X80cm, 深さは24cmである。

第13号土激 C-8グリッドに位置し，規模は142X 92cm, 深さは31cmである。覆土中より縄文

土器片が出土している。

第15号土城 C-9グリッドに位置し，規模は122X 84cm, 深さは21cmである。

第17号土痰 D-9グリッドに位置し，規模は133X 86cm, 深さは44cmである。

第18号土壊 C-10グリッドに位置し，規模は128X 82cm, 深さは25cmである。覆土中より縄文

中期の土器片が出土している。

第19号土凋 C-11グリッドに位置し，規模は165X93cm, 深さは4Ocmである。

第20号土濃 D-11グリッドに位置し，規模は236X94cm, 深さは33cmである。

第22号土壕 D-3グリッドに位置し，規模は98X 66cm, 深さは22cmである。

第23号土壌 D-4グリッドに位置し，規模は137X83cm, 深さは37cmである。

第24号土城 C-4グリッドに位置し，規模は111X 80cm, 深さは33cmである。

第25号土壊 C-2グリッドに位置し，規模は130X95cm，深さは26cmである。

第26号土壊 B-4グリッドに位置し，規模は90X 65cm, 深さは15cmである。

第27号土濃 E-3グリッドに位置し，規模は130X79cm, 深さは31でcmある。

これらのうち記載のないものは，遺物が検出されていない土激である。また，欠番は確認時に若

千の黒褐色土が認められたものの，掘り込みが存在しなかったものである。

なお，包含層からは縄文時代中期の土器片と，打斧・石核・礫器などの石器が数点出土している
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汀 宮林遺跡出土草創期土器の胎土分析

胎土分析結果報告書

井上 巖

1 はじめに

宮林遺跡では，縄文時代草創期後葉に位置付けられる爪形文系・多縄文系の土器が凡そ 1,000点

余り出土した。しかし，これらの土器群については未だ幾つかの型式として分類できる程の資料も

揃っておらず，器形・文様構成等についても不明な部分が極めて多い。また，本遺跡を始めとする

幾つかの遺跡に於いては，該期の土器，特に爪形文系の土器は 2~6mm程の極めて薄手の成形を特

徴とすると思われるが，資料の稀少の為もあり，その胎土まで言及された例はなかった。しかし，

今回本遺跡では量的にも多くのものが出土し， しかもその殆んどが包含層出土であることなどか

ら，敢て胎土分析の資料に供した。

選出した資料は18点である。何れもグリッド出土の第 1群に属するが，主に爪形文系・多縄文系

のものを用いた。以下に各々の分類を示すが，その分類基準はV章3節のものに従った。 1~3. 

11 • 12は第1類（爪形文系）に属し， 1 • 3 • 11がb種（4), 2がb種（2),12がb種（3）に分類され

る。 4• 5 • 8~10 • 13 • 14 • 17 • 18は第2類（多縄文系）に属し， 4 • 14がa種(1), 5 • 13がa

種(2), 8 • 17 • 18がe種（1), 9がe種（2),10がe種（3）に分類される。 6• 7 • 15 • 16は第4類（沈

線文）に属し， 6がa種(1), 7 • 16がa種（2),15がb種（2）に分類される。

なお，分析は（株）第四紀地質研究所の井上巖氏に委託し，その報告書を以下に転載する。但

し，紙枚及び構成の都合上，表現に若千の変更があった事を記しておく。

以下の報告が，今後の研究の比較資料となれば幸である。

2 実験

2-1 試料

X線回析試験に供する遺物試料は洗浄，乾燥した後に，メノウ乳鉢にて粉砕し，粉末試料として

実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物資料は断面を観察できるように整形し， ¢10mmの試料台にシルバー

ペーストで固定し，イオンスパッタリング装置で定着した。

2-2 X線回析分析

土器胎土に含まれる粘土鉱物および造岩鉱物の同定はX線回析分析法によった。

測定には理学電機製X線回析装置を用い， X線管球，銅対陰極，フィルター，ニッケル，印加電

圧ー電流 30kV-15mAm, スリット系， 1°-0, 15mrn-1 °の条件で行った。

走時速度は， 2 °mm, フルスケー Iレは 800カウントとした。

なお，胎土の分析に先だって，原土と思われるローム質粘土の分析を行った。 X線回析試験は原
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第 126図 ダイヤグラム位置分類図

土，電気炉に於いて700°C, 900° Cで各々 1時間焼成した試料（同一試料を石英ガラスに定着し，

原土， 700°C,900°Cと順次実験を行う）の 3段階で実施した。その結果，組成上に大きな変化の

ないことを確かめた上で胎土分析を行った。ただ， 900°C以上になった場合の組成については明ら

かではなく，今後の検討が必要である。

2-3 電子顕徴鏡観察

土器胎土の組織，粘土鉱物およびガラス生成の度合についての観察は，電子顕微鏡によった。

観察には日本電子製T-20を用い，倍率は35,350, 750, 1500, 5000の5階段で行い，写真撮影

をした。

35~350倍は胎土の組織， 750~5000倍は粘土鉱物およびガラスの生成状態を観察した。

3 実験結果の取扱い

実験結果は胎土性状表に示すとおりである。

表の右側には， X線回析試験に基づく粘土鉱物および造岩鉱物の組成が示してあり，左側は各胎

土に対する分類を行った結果を示している。

X線回析試験結果に基づく粘土鉱物および造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現

われる各鉱物に特有のピークの高さ（強度）をmm単位で測定したものである。

ガラス量は大略 2°=10°~20° の範囲にあって，チャートが全体に腫れあがるブロードな現象を

示す部分に対する面積で表示し，ガラス量の比較の材料とした。
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¥ 6 4 °' l ．ヽ ．ー・一//'
．ヽ・ ●0 ・ノ
`-•一•一

・
O
 ゚

50 100 150 Qt 

第 127図 Qt-Pl相関図，三角・菱形ダイヤグラム

D 粘土鉱物および造岩鉱物 (mm) ガラス量
A B C 

1 I 2 Mo I Mi I Hb I Ch I Ka(Ha)¥ Au I Hy I Qt I Pl I Cr(Mu) 
備 考

(mm2) 

1 G IV ⑬ ⑭ 屠 0 11 (4) 28 12 徹少力｀ラス 中粒Qt•Pl, I 
2 A IV ② ⑮ 

宣ム9_ :L 
118 18 fl ” n 

3 B N ③ ⑯ (4) 118 18 II II I 
4 D IV ⑪ ⑳ 3 5 93 8 ” 細粒Qt•Pl, ill 

5 A N ② ⑮ 5 4 12 27 19 12 ” ” II 
6 D IV ⑪ ⑳ 3 3 111 15 4 ” “ I 
7 D IV ⑪ ⑳ 3 4 96 15 ” 中粒 Ot •Pl, I 
8 D N ⑪ ⑳ 3 85 13 ” II I ， C N ⑨ ⑰ 5 7 8 66 71 ” 細粒Qt•Pl, I 

10 E IV ⑫ ⑭ 4 3 101 34 ” 細～悶Pl, I 
1 1 E ⑫ ⑭ 7 6 28 15 

12 F ⑬ ⑫ 2 11 4 37 14 15 

13 G ⑬ ⑭ 10 10 28 20 

14 G ⑬ ⑭ 7 11 5 27 11 

15 G ⑬ ⑭ 4 5 3 56 18 6 

16 G ⑬ ⑭ 4 7 2 130 20 6 

17 G ⑬ ⑭ 5 11 22 18 16 

18 E ⑫ ⑭ 17 14 4 19 19 

A一試料No. Bータイプ分類 C一焼成ランク D一組成分類 1-Mo-Mi-Mb 2-Mo-Ch•Mi-Hb 
Iーローム質粘土 Il一粒径のそろったロ ーム質粘土 皿一粒径のそろった均質な砕屑性粘土

胎土性状表
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電子顕徴鏡観察によって得られたガラス量と， X線回析試験に於けるガラスとを比較対比し， さ

らにムライト (Mu), クリストバーライ ト(Cr), などの組成上の組み合わせとによって焼成ラン

クを決定した。

3-1 組成分類

I) Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第 126図に示す様に三角ダイヤグラムを①～⑬に分割し，位置分類を各胎土について行い，各胎

土の位置を数字で表した。

Mont, Mica, Hbの3成分の含まれない胎土は記載不能として⑭に含め，別に検討した。

三角ダイヤグラムは，モンモリロナイト (Mont),雲母類 (Mica),角閃石 (Hb)のX線回析試

験に於けるチャートのピーク高を，百分率（％）で表示する。

Montは Mont/Mont+Mica+Hbx100で百分率として求め， 同様に Mica,Hbも計算し，

三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の①～④は Mont,Mica, Hbの3成分を含み，各辺が2成分，各頂点は 1

成分よりなっていることを表している。

位置分類についての基本原則は第127図に示すとおりである。

II) Mo-Ch, Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第 126図に示す様に菱形ダイヤグラムを①～⑲に分類し，位置分類を数字で記した。記載不能は

⑳として別に検討した。

記載不能は Mont, Mica,縁泥岩（Ch),Hbのうち， R3成分以上含まれない。⑤Mont,Ch 

の2成分が含まれれない。 cMica,Hbの2成分が含まれない，の 3例がある。

菱形ダイヤグラムは Mo-Ch, Mi.'..Hbの組み合わせを表示するものである。 Mo-Ch, Mi-Hb 

の各々のX線回析試験のチャートの高さを各々の組み合わせ鋸に百分率で表すもので，例えば，

Mont/Mont+Ch x 100と計算し，組み合わせ百分率を記載したものである。

菱形ダイヤグラム内にある①～⑦は Mont,Mica, Ch, Hbの4成分を含み，各辺は Mont,

Mica, Ch, Hbの3成分，各頂点は 2成分を含んでいることを示す。①ー1と①ー2は現在のと

ころ大きな意味はないが，胎士分析の量が増えてくると位置分類上の区分が必要なものとなるかも

しれない。しかし，現在は①として一括して取り扱いたい。

位置分類についての基本原則は第 126図に示す通りである。

3-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回析試験による鉱物組成と，電子顕微鏡観察によるガラス量によった。

Muは，磁器，陶器など高温で焼かれた状態で初めて生成する鉱物であり， CrはMuより低い

温度，ガラスは Crより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき， X線回析試験結果と電子顕徽鏡観察結果から，土器胎士の焼成ランクを

I ~Vの5段階に区分した。

R焼成ランク I• ••高温を示す Mu が多く生成し，ガラスの単位面積が広い。

⑥焼成ランク II・・・MuとCrが共存し，ガラスの単位面積が狭くなる。
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◎焼成ランク 111・・・ガラスの中に Crが生成し， ガラスの単位面積が小さく，葉状断面を成し， ガラ

スのつながりに欠ける。

⑥焼成ランク N••• ガラスのみが生成し，原土の組織をかなり明瞭に残す。ガラスは徴小な葉状を呈

する。

R焼成ランク V•••原土に近い組織を有し，ガラスはほとんどできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが，胎土の性質，すなわち粘士の良悪によってガラスの生成量

は異なるので，電子顕徽鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。このため Mu,Crなど

の組み合わせとは幾分異なる焼成ランクが出現することになるが， この点については表の右端の備

考に理由を示した。

3-3 タイプ 分類

タイフ゜分類は各々の土器胎土の組成分類に基づくもので，三角ダイヤグラム・菱形ダイヤグラム

の位置分類による組み合わせによって行った。同じ組成をもった士器胎土は，位置分類の数字組み

合わせも同じはずである。

タイプ分類は，三角ダイヤグラムの位置分類に於ける数字の小さいものの組み合わせから作られ

るもので，便宜上，アルファベッドの大文字を利用し，同じ組み合わせのものは同じ文字を使用し

表現した。例えば，三角ダイヤグラムの①と菱形ダイヤグラムの①ー 1の組み合わせはA, 三角ダ

イヤグラムの②と菱形ダイヤグラムの⑮はB, という具合にである。

各文字の後の（ ）内の数字は，三角・菱形ダイヤグラムの位置分類の数字を合計したものであ

る。近い組織を示しながら，位置分類上隣接するタイプ分類に入る場合には，試料数の多いものの

類似として A'などとダッシュをつけて分類した。

なお，タイプ分類のA, B, C等は便宜上であり，今後試料数の増加に伴って統一した分類名称

を与える考えである。

4 実験結果

4-1 タイプ分類

土器胎土は胎土性状表に示すように，第 126図ダイヤグラムの位置分類，焼成ランクに基づいて

A~Gの7タイプに分類される。

各タイプの土器は全体に焼成温度は低く，ガラスは徴小で焼成ランクはNと低い。

A タイプ•••Mi-2. 5 

Mont, Mica, Hbの3成分よりなり， Chに欠ける。

中粒の石英(Qt),斜長石 (Pl)を混入する粒径の揃ったローム質粘土で構成され，ガラスは徴

小で焼成ランクはNと低い。

Bタイプ …Mi-3

Mont, Mica, Hbの3成分よりなり， Chに欠ける。

組成的にはAタイプと類似するが Micaの強度に差があり，位置分類では異る。全体にAタイプ

と共通する点が多く，同系統と推察される。

中粒のQt,Plを混入するローム質粘土で構成され，ガラスは微小で焼成ランクはNと低い。
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Cタイプ ・・・Mi-9

Mont, Micaの2成分を含み， Hb,Chの2成分に欠ける。

細粒のQt,Plを混入するローム質粘土で，ガラスは徴小であり ，焼成ランクはIVと低い。

Dタイフ ・゚・・Mi-4, 6~8 

Mont, Chの2成分を含み， Mica,Hbの2成分に欠ける Mi-4,6, 7はDタイフ，゚ Mont1 

成分のみの Mi-8は D'タイプとされる。

Dタイプと D'タイプは位置分類上同じDタイプに入るが，組成上若千の相違がある。これは菱

形ダイヤグラムの位置分類で，記載不能⑳に両者とも属するために生じたものである。

Mi-4は細粒のQt,Plを混入する粒径の揃った均質な破屑性粘土とあるが，他の Mi-6~8

は何れもローム質粘土である。

ガラスは徽小で，焼成ランクはIVと低い。

E タイプ•••Mi-10, 11, 18 

Mont, Hbの2成分を含み， Mica,Chの2成分に欠ける。

細粒のQt,Plを混入するローム質粘土で構成され，ガラスは徴小で焼成ランクはIVと低い。

F タイプ•••Mi-12

Mont, Hb, Chの3成分を含み， Micaに欠ける。

G タイプ• • •Mi-1, 13~17 

Mont, Hbの2成分を含み， Mica,Chの2成分に欠ける。

組成的にはEタイプと類似するが，強度比に差があり位置分類上は異る。

小結全体を通じ Mont,Hbの2成分を含む， E・Gタイプが最も多く ，個体数の多さ（全18試

料中半分の 9試料におよぶ）から判断して在地性の可能性が最も高い。

4-2 Qt-Plの相関について

第 127図Qt-Pl相関図はX線回析試験による強度高を単純にグラフ化したものである。

実験は FullScale 800 Countに条件設定したものであり， この条件下に於けるチャート上の強

度高をミリメーター単位で表わしてある。

Qt, Plは砂の主成分であり，土器製作過程で粘土中に混入される。

砂に於ける Qt,Plの量比は後背地の地質及び運搬過程に於ける流速などの条件によって，ある

地域に於いては大まかにある一定の比率を有するものと推察される。

ある地域に於けるある比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは，各集団に於ける技術上

の問題である。例えば，同一集団に於いて使用する粘土は若千異っても，砂の粘土に対する混合比

はある一定の量比にあると考えられる。すなわち，各集団に於ける土器焼成温度は燃料の相違，燃

焼のさせ方など異っていたであろうし，燃料の原材料となる木材の相違，言い替えれば，植生によ

っても異ったであろう 。

粘土に対する砂の混合比は，各集団が維持しえた土器焼成温度と密接な相関をもったであろうと

推察される。すなわち，維持しえた士器焼成温度に於いて良質の土器を焼きあげる為に，粘土の材

質と砂の混合比を経験的に決定したものであり ，砂の混合比は純然たる土器焼成上の問題であると
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推察される。

宮林遺跡に於けるQt-Plの相関は第 127図に示すとおりである。

土器胎土に含まれる砂の量の分類によると I~mの3グループとその他に分類される。
lグループ・--Mi-1,5, 11~14, 17, 18 

Qtは15~40,Plは10~20の範囲にあり，個体数は 8個とグループの中で最も多い。

胎土の鉱物組成も E,Gタイプに相当し，個体数の多さから推察して在地性の可能性が最も高い。

IIグループ・--Mi-4,7, 8 

Qtは85~100,Plは5~15の範囲にある。

個体数は 3個と少ないが，胎土の鉱物組成では D・D'タイプに属する。

mグIレープ・・・Miー2,3, 6, 16 
Qtは110~130,Plは15~20の範囲にある。

個体数は 4個であるが，胎土の鉱物組成はA, B, D, Gタイプと 4タイプあるのが特徴であ

る。

その他•••Mi-9, 10, 15 

Mi-9は Plの簸が他のものと比較して 3倍近く高く，胎土の組成も Cタイプと全く異ってお

り，外来性の可能性が最も高い。

Mi-10, 15も共に I~IlIのグJレープには属さず個々が 1つの集団を代表しているものであろう。

小結 土器胎土中に含まれる砂のQtと Plの比によって I~IlIの3クりレープとその他に区分され

た。前記の前提条件に基づいて考察するならば， I~ Illの3グループは同時代に於ける異る集団，

あるいは，同集団に於ける時間の相違を意味するものであり， また，その他の各々は各々が別の集

団を意味するものであろう。なお，各グループが同時間の別集団を意味するか，同一集団の時間の

相違を意味するかは，別に土器の形態・出土層準による時間の決定等との対比によらなくてはなら

ない。

4-3 まとめ

当遺跡に於ける士器胎土の分析は鉱物組成による E,Gタイプが最も多く，両タイプ共に Mont,

Hbの2成分よりなり，その強度の相違で位置分類が異ったが，組成的に両者共に非常に類似し，

個体数も全体の半分に相当する 9試料に達し，個体数の多さから推察して在地性の可能性が最も高

い。

Qt-Pl相関図に示すように， IグループはそのほとんどがE, Gタイプであり， 個体数も多い

ことから推察して在地性と推察される。

鉱物組成，砂の混合比の両者が一致しており， E・Gタイプは在地性であろう。

II グループは D•D' タイプで，組成と混合比が一致し，これも在地性の可能性がある。

llIグIレーフ゜及びその他は個々の組成も異っており， I • IIの両グループに対しては外来性の可能

性が高いと推察される。
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V1II 結 語

本報告書で扱った 4遺跡では，各々縄文時代を主体とした成果があげられた。また， 何れも櫛挽

原台地の縁辺部に立地するが， この扇状地という 特殊な立地環境を背最とした存在は，各期におけ

る遺跡の立地要件に関して重要な示唆を与えているものと思われる。

さて，本章では，特に宮林遺跡から検出された縄文時代草創期の資料について簡単にまとめてお

きたい。

県内における草創期遺物出土遺跡については1I章で触れた通りであるが，当該期に関す る研究

は，その地域性 もさることながら，むしろ全国的な視野の元に行なわれているのが現状である。こ

れは主に類似する文様・施文手法の分布範囲が極めて広いこと，資料が少なく， しかも断片的なも

のが多く， 地域性を比較検討するに至らなかった こと などが理由であるが， また， 土器発生の問題

に関わっていることもその大きな要因となっていよう。 所謂縄文草創期の土器は，従来主としで洞

穴遺跡における層位的事実をもとに，隆起線文系→爪形文系→押圧縄文系→回転縄文系という編年

の大要が組み立てられてきた。しかし，近年当該期の資料が増加し，特に所謂ォー プンサイ トの調

査が多くなされるに従って，従来の編年には必ずしも適合 しないものも報告されるよ うになってき

た。また，本遺跡も該期に属するオ ープンサイトの一つとして記録されるが，その資料は他遺跡と

も若干様相を異にし，単純には位置付けられないのが現状である。 従って，今後の研究に おいて

は， 従来の編年の再検討と共に， 地域性の問題も避けて通る訳にはゆかないであろう。

では， 以下に本遺跡出土の草創期の資料について，いくつか注意すべき点を記しておく 。

第 1に，第4号住居跡とした ものの存在があげられよう。本遺構は擢鉢状を呈し，炉跡・柱穴等

の言わば住居としての積極的な施設はもたないものの，①覆土は明確で， しかも比較的均ーなこ

と。②出土遺物は，所謂草創期に属するものが圧倒的に多いこと。③出土した草創期遺物に関して

は， 爪形文系・ 多縄文系等の層位によ るま とまりは認められなかった こと。④早期に属すると思わ

れる第12号土城に切られていることなどが確認されている。従って，所謂草創期に属する何らかの

遺構であること， 出土遺物はかなりの同時性を もつと思われること， しかも文様による層位的な差

は認められないこと，などは確実と思われる。

第 2に，本遺跡出土の土器群を見れば明らかなように， 他の該期の遺跡に比べ，その文様のバ リ

エーションは極めて豊富であると言えよう。 例えば，文様の構成自体は新潟県小瀬が沢洞窟（中村

1960),埼玉県西谷遺跡（栗原 ・小林1961),同水久保遺跡（小林他1979), 或は長野県石小屋洞穴

(1967永峯）などの資料に極めて近い様相を呈しているが，本遺跡の構成文様の うち， 西谷遺跡で

は沈線文・撚糸文，水久保遺跡では爪形文・沈線文・撚糸文，石小屋洞穴では沈線文・ 撚糸文・刺

突文などが欠落している。また，本遺跡では特に爪形文系・押圧縄文系及び回転縄文系の土器群が

主体的に出土しているが， これらは，必ずしも従来考えられてきたような時間差，或は段階差を暗

示するような出土状況を呈してはいない。むしろ，遺構出土遺物の一括性を重視するな らば，それ

らは共伴，若しくは極めて近い時期の所産と考えざるを得ないであろう。更に， 本遺跡では同一破

- 171-



片に 2種類以上の文様が複合しているものがいくつか出土しているが， これら もその証左の一端と

なり得ると思われる。例えば，第24図39,第68図25は爪形文と押圧縄文，同図22• 24 • 26 • 27は爪

形文と回転縄文，同図28~35,第69図1• 2は押圧縄文と回転縄文が複合している。このように，

少なくとも本遺跡の属する比較的短かい時間内において， これらの文様がほぼ並行して用いられて

いたことは確実と考えられる。ただし， ここで注意すべきは，押圧縄文と回転縄文の複合するもの

が多いのに比べ，爪形文と多縄文系の複合するものが比較的少ないことである。このことは，或い

は両者の系譜の違いを意味するものかもしれない。

第 3に，上記の点に関しては， VII章に示しにた胎士分析の結果からも同様に支持されている。ま

ず分析の資料としては，爪形文・押圧縄文（側面圧痕文）・回転縄文・沈縄文の施されているもの

18点が共されている。そして分析の結果，土器の胎士組成より A~Gに，また，それらと混和材と

しーての砂の性状より I~Il1にグルーヒ゜ングされており，各々時期差或いは地域差を示すものと考え

られているが，各グループとも文様という面では必ずしも統一性は認められない。従って， この胎

土分析結果に関してはまだまだ細かい操作が可能と思われるが，少なくとも本遺跡の土器群につい

ては爪形文と多縄文系，或いは押圧縄文と回転縄文を分けるような結果は示されていない。

第4に，所謂「ハ」の字形爪形文（殆どが生体によるものと思われる）の存在が注意されよう。

「ハ」の字形爪形文自体は， 山形県ーノ沢岩陰（加藤1962), 西谷遺跡，小瀬が沢洞窟，石小屋洞

窟などをはじめいくつかの遺跡で多縄文系土器群と共に検出されているが，何れも風的に少なく，

また層位的にも明確な出土を示していない。ただ，山形県火箱岩洞穴（加藤1967),同日向洞穴（佐

々木1971), 或は近年では神奈川県花見山遺跡（坂本1978), 東京都多摩ニューウタタウン No.426遺

跡（原川1981), 千葉県南原遺跡（大塚1979• 1980)などをはじめとする逍跡で隆起線文系の土器

に併用される例があることから，隆起線文系土器群と爪形文系土器群をつなぐものとして比較的古

い段階に置かれてきている。しかし，本遺跡では第 1類 a種とした如く，その文様構成にはいくつ

かのバリエーションが認められる。また，遺構出土の土器にも明らかなように，「ハ」の字形爪形

文と所謂爪形文，及び多縄文文系の土器群とはほぼ共伴すると考えざるを得ない。例えば，第24図

14と第25図15の土器は同様に上げ底を呈する底部破片でありながら， 14は指頭で猟み出した様な

「ハ」の字形爪形文と，同様の手法による底部外縁部とをもつのに対し， 15にはLRの縄の先端部

の押捺文が施されている。また，他の文様と複しているものもいくつか確認されている。第24図

32 • 34 • 35 • 37は所謂爪形文と複合するもの，同図36,第68図21は沈線文と複合するものである。

特に21の沈線文は，出土例は少ないものの，福井県烏浜貝塚の例などから所謂多縄文系の土器群に

伴なうものと考えてよいであろう。このように，多縄文系の土器と直接複合するものはないもの

の，本遺跡を見る限り文様としての「ハ」の字形爪形文が多縄文系，及び所謂爪形文系の土器群に

伴なうことは確実と思われる。しかし，一方では同様の爪形文が隆起線文系の士器群の一部に伴な

うことも確実である。従って，両者にある程度の時間差を認めるならば，所謂「ハ」の字形爪形文

に関しては，爪形文系土器群の初現段階のものとしてではなく，それ自体の系譜が問い直されなけ

ればならないであろう。今後，特に共伴関係を有する資料の増加に期することが大きい。

第 5に，該期の土器製作の技法に関連して注意すべき破片が出土している。第68図31とした土器
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は，横位に施文された無節Rの縄文と同一原体による縦位の側面圧痕文が施される破片であるが，

粘土紐の接合部の剥落した面に数ケ所の爪形状の刻みが施されている。勿論，本片に関しては，土

器製作途上において偶然に付けられた可能性が大きいが，岐阜県椛の湖遺跡（原・紅村1974)・同

向山遺跡（長野県1982)等の表裏縄文系の資料を実見した際に，同様の条lj落した下の面に表面から

連続した縄文の施されている例が見受けられた。また，本遺跡出士の土器を見ても，接合部の付近

で文様が変化乃至は重複している例が多いようである。つまり，該期の土器に関しては，器形を完

全に作り上げてから施文するのではなく，施文しながら積み上げていった可能性が考えられる。ま

たその場合，施文は装飾的効果よりも，むしろ土器製作上の技法的効果を期待したものである可能

性が高いであろう 。

第 6として，文様帯及び区画文の存在が挙げられよう。もっとも，該期における文様帯の存在自

体は山形県一ノ沢岩陰，埼玉県橋立岩陰（芹沢他1967), 新潟県室谷洞窟（中村1964), 長野県石小

屋洞穴などをはじめとする資料で既に確認されている。しかし，それらは何れも小破片で全体を窺

い知ることは難しい。本遺跡の資料でも，明確に文様帯構成をとると思われるものがいくつか存在

するが，それらからは以下の諸点が確認される。①文様は口縁直下から施文されるものが多い。②

文様帯は何れも横帯文の構成をとる。③文様帯の置かれる部位は明確ではないが，その数は数帯に

及ぶ可能性がある。例えば，第24図34の下端と35の上端は同部位に相当すると思われるが，その場

合この士器は少なくとも 2~3帯の文様構成をもつものと推定される。

なお，第69図1• 2は鋸歯状に配した側面圧痕文の区画間に自縄自巻の圧痕を充填したものであ

るが， このような鋸歯状の区画自体は，僅かに橋立岩陰遺跡に例をみるのである。あるいは，神奈

川県上野第 1地点（隆起線），橋立岩陰（沈線），鳥浜貝塚（沈線），及び本遺跡（沈線）などにみ

られる斜格子状のモチーフの系譜をひくものかもしれない。

第7に，所謂表裏縄文と呼ばれるものについてであるが，本遺跡の資料には少なくとも 2種以上

の分類が可能と思われる。つまり，第66図2~7 • 9 • 12~14などは胎土・器厚など他の多縄文系

の土器群に極めて近く ，それらに伴なうものと思われるが，他のものは若干異なり，むしろ長野県

下で出土している表裏縄文土器の多くに近いようである。あるいは，両者は若干の時間差をもつも

のかもしれない。なお，側面圧痕文が表裏に施文された例があることは注意されよう（第61図9)。

第 8に器形ついては，本遺跡では口縁から底部まで連続して接合したものはなく，全体の器形は

不明である。ただし，破片は曲率の極めて小さいものが多く，室谷遺跡出土土器などの方形の器形

の存在を予想させる。また底部形態については，何れも平底を呈し，①立上りの急なもの（第61図

31),②立上りの緩やかなもの（第23図2•第24図25• 第59図21), ③上げ底気味のもの（第24図14

• 第25図15) の 3 形態が認められる。なお，第23図 2. 第24図14 ・第25図15などを見ると底部から

大きく外傾しながら立上っており，胴下半部で第23図2の様な屈曲部を何ケ所かもつ器形を呈する

ものと思われる。

さて，最後に本遺跡の編年上の位置についてであるが，現在のところ一時保留としておきたい。

たしかに，爪形文 ・押圧縄文・回転縄文のうち前二者の下限を確定しなければ，三者が出揃った段

階として草創期末葉におくことは可能であろう。しかし，上記の諸点を考慮するならば，資料の細
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かい吟味に基かない安易な位置付けは避けるべきだと思われる。

該期の土器の変遷に関しては， まず施文手法の変化が挙げられよう。隆起線文に代表される貼付

手法から，爪形文・刺突文・沈線文そして所謂多縄文に示されるような器面自体に調整を施す（原

体を器面に押捺）手法への変化は確実と思われる。また，その漸移的段階として，大塚達朗氏の指

摘の如く（大塚1982)隆起線文＋「ハ」の字形爪形文の土器が存在するかもしれない。しかし，そ

れ以降の「ハ」の字形爪形文，爪形文及び多縄文に関しては，その出自・系譜とも未だ資料的には

確実とは言えない。特に多縄文に関しては，爪形文→剌突文→押圧縄文という図式が成り立ち難い

とすれば，その施文具自体の出現が柳か唐突であり， また爪形文にしても，その出自を物語ってい

ると思われるのは山形県日向洞窟出土の1例のみでしかない。ただ，「ハ」の字形爪形文に関して

は，生体によるものが基本と思われ，本来「士器製作上の技術的な過程の 1つであり」「接合及び

成形の技術」とする佐々木洋治氏の指摘は正しいであろう（佐々木1975)。従って，工具を用いた

「ハ」の字形爪形文は施文の際にも煩瑣であり，文様として形骸化したものと考えられる。

また「ハ」の字形爪形文は，所謂爪形文とは系譜を異にすると思われるが，その変遷は現在のと

ころ明確にはし得ない。ただ，第23図 1.第24図34・第68図21などに見られるように，文様（帯）

の上下を画するように用いられている例が目立つ点は注意されよう。あるいは，前述したように該

期の土器の施文が，土器製作工程に従って数度に分けて行なわれたとするならば，粘土紐の接合部

に「ハ」の字形爪形文を用いることは必然的に文様（帯）を区画することになることから，「ハ」

の字形爪形文が文様帯区画の役割りをもっていた可能性も考えられよう。

なお，本逍跡では「ハ」の字形爪形文は爪形文・沈線文・刺突文とは複合するが，所謂多縄文系

の文様とは複合していない。ここで第23図 2を見れば，絡条体圧痕文が文様帯の下端を区画してお

り，あるいは，多縄文系上器群の中で「ハ」の字形爪形文と 同様の用い られ方をしたものかもしれ

ない。

以上，い くつか気付いた点について若千の所見を記してきたが，言うまでもなく，該期に関して

は比較資料の少なさを痛感する。今後の資料の増加に期すところが多大である。

参考文献

大塚 達朗 1980 市原市南原遺跡第2次調査抄報『伊知波良』 4

1982「隆超線文士器瞥見」『東京大学文学部考古学研究室紀要』 1

加藤 稔 1962「山形県ーノ沢岩陰遺跡」『上代文化』 31• 32 
1967「山形県下の洞穴遺跡」『日本の洞穴遺跡』

栗原 文蔵・小林達雄 1961「埼玉県西谷遺跡出土の土器群とその編年的位置」『考古学雑誌』 47-2

小林達雄 1979「縄文時代草創期における回転施文縄文への一様相」『埼玉県史研究』 4

坂本 彰 1978「横浜市花見山遺跡の隆起線文土器群」『日本考古学協会昭和53年度総会研究発表要旨』

佐々木洋治 1971『高畠町史別巻考古資料』

1975「山形県における縄文草創期文化の研究rr」『山形県立博物館報告』 3

芹沢長介他 1967「埼玉県橋立岩陰遺跡」『石器時代』 8

長野県 1982『長野県史 考古資料編』

中村孝三郎 1960『小瀬ヶ沢洞窟』（長岡市立科学博物館）

1964『室谷洞窟』（長岡市立科学博物館）

永峯 光一 1967「長野県石小屋洞穴」『日本の洞穴逍跡』

原寛・紅村弘 1974『椛の湖遺跡調査報告書』（坂下町教育委員会）

原川 雄二 1981「多摩ニュータウンNo.426遺跡」『東京都埋蔵文化財センター調査報告』 1

-174-


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第50集　大林Ⅰ・Ⅱ　宮林　下南原　国道140号バイパス関係埋蔵文化財発掘調査報告　〈1985〉　2
	第72図 Ⅰ群土器平面分布図(1)

	Ⅵ　下南原遺跡
	１．遺跡の概観
	2．遺構と出土遺物

	Ⅶ　宮林遺跡出土草創期土器の胎土分析
	胎土分析結果報告書

	Ⅷ　結語



